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１ はじめに  

  この報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１ 

 ６２号。以下「法」という。）第２６条第１項の規定に基づき、飯能市教育委員会 

 （以下「教育委員会」という。）が毎年度教育行政の基本方針として定めている「飯 

 能市教育行政の重点施策」に関し、平成２７年度に重点的に取り組んだ事業につい 

 て、点検及び評価を実施した結果をまとめたものです。 

 

２ 点検評価の基本方針  

（１）目的 

教育委員会では、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について自ら点検

及び評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出するとともに、市民に公表

することとしています。 

この点検及び評価は、より効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民に対

する説明責任を果たしていくことを目的に実施するものです。 

 

（２）点検評価の対象及び方法 

教育委員会では、毎年度「飯能市教育行政の重点施策」を定めています。この重

点施策は、教育委員会がその年度に重点的に取り組むべき施策として定めているも

のです。 

この重点施策に基づき各所管で事業を展開し、その事業の成果等について教育委

員会が定めた基準に基づき、教育委員会が自ら点検及び評価を実施するものです。 

点検及び評価の実施に当たっては、評価の客観性を確保する観点から学識経験者

等の知見の活用を図ることが法に規定されており（法第２６条第２項）、これを受

けて教育委員会では、平成２８年７月２９日に「飯能市教育行政の重点施策の評価

会」を開催し、駿河台大学の教授から評価結果に対するご意見をいただきました。 
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＜飯能市教育行政の重点施策の評価会＞ 

開 催 日：平成２８年７月２９日（金） 

開催場所：富士見地区行政センター 第１会議室 

出席学識経験者：駿河台大学 

         経済経営学部教授  高垣 行男 氏 

         経済経営学部教授  増田 珠子 氏 

 

３ 飯能市教育行政の重点施策について  

飯能市教育委員会では、平成２７年度に取り組むべき重点施策を以下のとおり定め

ました。 

なお、重点施策の該当項目の最後に、各所属が掲げている平成２７年度の事業名と

結果を表記しました。 

 

 

＜平成２７年度飯能市教育行政の重点施策＞ 

基本理念 「共に学び 未来を拓く 人づくり」 

目   標 「飯能を愛し、夢や希望をもち明るく元気に学び実践する人づくり」 

合 言 葉  「共育」 －自主・責任・連携－ 

 

基本方針    

 

 

 

 

 

 

 

 

※本報告書は、平成２７年度事業の重点施策の結果であり、第１期の飯能市教育振興

基本計画に沿った内容となります。 

 

 

Ⅰ 生きる力を育成する学校教育に取り組みます。 

Ⅱ 安心・安全な学習環境づくりに取り組みます。 

Ⅲ 地域の特色を生かした体験を重視し、家庭・地域と連携した 

教育に取り組みます。 

Ⅳ 「生涯学習のまち・飯能」を目指して取り組みます。 

Ⅴ  スポーツ・レクリエーションの振興に取り組みます。 
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Ⅰ 生きる力を育成する学校教育に取り組みます  

１ 生きる力を育む教育指導の充実 

（１）確かな学力を育む教育の充実 

①「わかる喜び・できた喜び・成長した喜びを実感させられる授業づくり」の推進 

  ・Ｋ４※の視点による研修システムを確立し、授業改善を進めます。 
※Ｋ４とは、授業改善の視点として「課題・活動・確認・価値（Ｋ４）」４つの「Ｋ」を明示したもの

である。 

② 学習状況を把握し改善に向けた取組の推進 

 ・「全国学力学習状況調査」「埼玉県小・中学習状況調査」等の結果の分析に基

づく学習改善を進めます。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

Ｈ22からの継続目標

関連する事業

学校教育課・教育センター 学力の向上を目指し
て、１年間の取組の成
果を明らかにすると共
に、課題を明確にした
取組を進める。

事
業
名

○課題
（県学調）小６:国語・算数、中１:国
語・数学
（全学調）小６:国語・算数、中３:国語
Ｂ・数学Ｂ・理科
○小６校中５校の全教員にＫ４の視点に
よる授業研究を実施した。
○飯能西中の研究発表会を　１０月３０
日に実施し、市内全校から教員が参加し
た。西中独自の取組を他校が実施した。

県学調、全学調では課題
もあったが、Ｋ４に関わ
る授業研究、飯能西中学
校の研究発表(Ｋ４に関
する)を他校も参考にし
た学校もあり、概ね期待
どおり。学力向上プロジェ

クトの推進

 

  ③ 学習習慣形成の推進 

  ④ 学校間交流の推進 

 

（２）社会の変化に対応した教育内容の充実 

① 伝統と文化を尊重する教育の推進 

・郷土館や図書館と連携し、郷土を愛する教育を進めます。 

・地域の人材を活用した授業等をとおして、郷土を愛する教育を進めます。 

・地域の環境を活用した授業等をとおして、郷土を愛する教育を進めます。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

Ｈ23からの継続目標

関連する事業

学校教育課・教育センター 飯能を好きな児童の育
成を目指して、飯能の
良さを知り体験する活
動を進める。

事
業
名

○学習林活用教育での体験活動を全校で
実施した。取組内容をパネル掲示にして
西川材フェアーで公開した。
○地域人材を活かした活動が前年度と改
善して実施した。
【地域人材の活用延べ人数】
小学校３９%増・中学校４３％増
○地域の施設を活かした教育は例年通り
実施した。

学習林活用教育に関して
改善の課題もあるが、地
域人材の活用も増加、学
習林活用教育の公開・発
表されたので概ね期待ど
おり。

郷土を愛する教育
の推進

 

② 国際理解教育の推進 

・姉妹都市ブレア市との交流をはじめ、豊かな国際性を身に付ける国際理解教 

 育を進めます。 
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・外国語活動における小中連携を進め、ＡＥＴの活用や兼務発令等により外国 

 語やその他の文化などに親しむ教育とコミュニケーション能力を高める教育 

 を進めます。 

③ 環境教育の推進 

・すべての学校で学習林を活用した学習を進めます。 

④ 情報教育の推進 

   ・テレビ会議システムなど、教育機器を活用した授業づくりを進めるとともに、 

   情報モラルの育成を進めます。 

⑤ キャリア教育の推進 

・生き方指導としての進路指導・キャリア教育を進めます。 

・Ｋ４－ＫＩＤ※宣言に基づき、図書館等との連携を深め、読書好きな児童生徒 

 の育成を進めます。 
※Ｋ４-ＫＩＤとは、学校と家庭・地域が連携して取り組むことを目指した飯能市独自の学力向上のため

の宣言。Ｋ４と家庭での取組ＫＩＤ（家庭学習・あいさつ・読書）を明示した。 

 

（３）心の教育の充実 

① 人権教育の推進 

・すべての教育活動において、基本的人権の視点に立った教育を進めます。 

・「飯能市いじめ防止基本方針」に基づき、いじめの根絶に向けた取組を進め 

 ます。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

新規目標

関連する事業

学校教育課・教育センター いじめのない学校の実
現を目指して、いじめ
防止基本方針に基づい
た取組を進める。

事
業
名

○いじめの認知件数（Ｈ２７年度３学期
末現在）
小学校２８件・中学校１２件
解消率：
小学校８９％（解消２５件継続支援３
件）
中学校６７％（解消８件継続支援４件）

いじめ解消率は継続支援
が残ったが、各会議の実
施を滞りなく行なえたの
で概ね期待どおり。いじめ防止基本方

針に基づいたいじ
め根絶の取組の推
進

 

② 道徳教育の推進 

・「おはよう、こんにちは、さようなら、ありがとう」というあいさつと感謝

の言葉がかわせるような子どもの育成を進めます。 

・道徳教育推進教師を中心とした、学校教育活動全体での道徳教育を進めます。 

③ 教育相談活動の推進 

・児童生徒一人ひとりに応じた生徒指導・教育相談を進めます。 
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目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

Ｈ25からの継続目標

関連する事業

学校教育課・教育センター 不登校児童生徒の減少
を目指して、教育相
談・不登校対策を進め
る。

事
業
名

○不登校児童生徒在籍率（Ｈ２７年度３
学期末現在）
小学校：１３人・０.３６％〈０.０８％
減〉
中学校：５１人・２.７７％〈１.２４％
増〉
【昨年度】
小１６人（０.４４％）
中２９人（１.５３％）

不登校児童・生徒は全体
として増加したが、ＳＳ
Ｗ指導員の派遣、スー
パーバイザー研修を実施
したので、概ね期待どお
り。

不登校の減少に向
けた取組の推進

 

④ ボランティア・福祉教育の推進 

・ボランティア・福祉教育にかかわる教育活動を進めます。 

⑤ 特別支援教育の推進 

・特別な教育的支援を必要とする児童生徒への教育を進めます。 

 

（４）健康・体力の増進と安全教育の充実 

① 健やかな体を育む教育の推進 

・「早寝、早起き、朝ごはん」運動を推進し、子どもの生活リズムの向上を進

めます。 

・体力・健康に関する指導について研究を実践し、その成果を各学校に広め体

力向上を進めます。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

Ｈ22からの継続目標

関連する事業

学校教育課・教育センター 体力の向上を目指し
て、１年間の取組の成
果を明らかにすると共
に、課題を明確にした
取組を進める。事

業
名

○新体力テストＡＢＣの割合
小学校：８０.４％（０.３％減）
中学校：８２.１％（２.４％減）
９０％を越える学校は増えている。
○県全体の課題である「ボール投げ」に
関しては大変向上した。

新体力テスト上位％は前
年度より微減となった
が、各校課題解決に向け
９０％超の学校が増え、
「ボール投げ」の向上が
見られたので、概ね期待
どおり。

体力向上の推進

 

② 安全教育の推進 

・自他の生命を尊重する安全教育を進めます。 

・地域と連携し、児童生徒の防災意識の向上と「状況適応能力」を育成する防 

 災教育を進めます。 

③ 食育の推進 

・学校給食における地場産物の活用を推進し、食に対する理解、関心を高め、

食育を進めます。 

（５）生きる力の基礎を育成する幼稚園教育の充実 

  ① 少人数の良さを生かした教育の推進 

  ② 恵まれた自然環境を生かした教育の推進 
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２ 幼稚園・学校経営の充実 

（１）特色ある幼稚園・学校づくりの充実 

① 学習林活用教育の推進 

・すべての学校で学習林を活用した学習を進めます。【再掲】 

② 小規模校の特色を生かした教育の推進 

・恵まれた環境と少人数の良さを生かした教育を進めます。 

③ 学校・家庭・地域が連携した教育の推進 

・学校応援団を活用し、学校・家庭・地域が連携した教育を進めます。 

④ 総合的な学習の時間の推進 

・地域の人材や施設を活用した教育活動を進めます。 

  ⑤ 学校評価システムの推進 

  ⑥ 学校施設の有効な活用の推進 

  ⑦ 地域との交流を生かした幼稚園教育の推進 

   ・幼小中学校・家庭・地域の連携により、名栗幼稚園の特色ある教育を進めま 

       す。 

 

（２）校種間連携の充実 

① 幼稚園、保育所、小学校の連携の推進 

・幼保小が連携し、校区の課題を明確にした取組を進めます。 

② 小学校、中学校の連携の推進 

・中学校区単位で、教育課程に位置付けた「連携型」小中一貫教育の取組を進

めます。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ25からの継続目標

関連する事業

学校教育課・教育センター 「連携型」小中一貫教
育を目指して、教育課
程に位置付けた取組を
実施する。

事
業
名

○全校で教育課程に位置付けた連携が実
施された。

計画どおり進行し、目標
を達成したので期待どお
り。中学校区における

９年間で育てる
「子ども像」を明
確化した取組の推
進  

③ 中学校、高等学校の連携の推進 

・市内高等学校への上級学校訪問、中学校への出前授業を進めます。 

 

（３）小規模校における教育活動の充実 

  ① 小規模校の特色を生かした教育の推進 

   ・恵まれた環境と少人数の良さを生かした教育を進めます。【再掲】 

  ② 小規模特認校制度の推進 

   ・特色のある教育を進めるとともに、制度の周知方法を工夫し、制度の利用増 
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目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ25からの継続目標

関連する事業

学校教育課・教育センター 複式学級の授業の充実
を目指して、「わたり
の授業」の実践研究を
実施する。

事
業
名

○東吾野小学校と名栗小学校で複式学級
における市内公開の授業研究会が実施さ
れた。吾野小学校と西川小学校で校内研
修として複式究授業が実施された。
○公開授業に、市内全小学校から教員が
参加し、わたりの授業への理解が広がっ
た。

計画どおり進行し、「わ
たりの授業」への授業理
解も広がったので期待ど
おり。

「複式学級」の授
業改善

    を図ります。 

  ③ 複式学級設置校の教育課程の工夫の推進 

   ・「わたりの授業」についての実践研究を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 教職員の資質の向上 

（１）教育センターを中心とした教職員研修の充実 

① 若手教員育成のための研修の推進 

 ・実践的指導力の育成を図る研修を計画的に進めます。 

② 職責に応じた研修の推進 

   ・職責、ライフステージに応じた研修を計画的に進めます。 

  ③ 教育課題解決のための研修の推進 

   ・不登校を減少させるための研修を重点的に進めます。 

  ④ 視野を広めるための研修の推進 

⑤ 外部機関との連携による研修の推進 

・市内の大学と連携し、専門的な指導力の向上を図る研修を進めます。 

 

（２）人事評価制度の充実 

① 教職員評価システムの推進 

・管理職に対する人事評価に関する研修を充実し、教職員評価システムの信頼

性を高め、学校の活性化を進めます。 
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Ⅱ 安心・安全な学習環境づくりに取り組みます  

１ 学校施設の整備 

（１）学校施設の整備の推進 

① 校舎等の耐震化の推進 

・加治中学校校舎、飯能第一小学校・加治東小学校・飯能第一中学校屋内運動

場の耐震補強工事及び名栗中学校武道場・美杉台中学校多目的ホールの天井

落下防止工事を実施します。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

Ｈ22からの継続目標

関連する事業

教育総務課 加治中学校の校舎や、
飯能第一小学校、加治
東小学校及び飯能第一
中学校の屋内運動場の
耐震補強工事を実施す
る。また美杉台中学校
多目的ホール及び名栗
中学校武道場の天井落
下防止工事を実施す
る。

事
業
名

・加治東小学校及び飯能第一中学校の屋
内運動場、美杉台中学校多目的ホールの
工事は当初の予定通り完成した。
・加治中学校校舎及び名栗中学校武道場
の工事は、現場での不測の状況等により
工期を延長せざるを得なかったが、無事
完成した。
・飯能第一小学校屋内運動場について
は、完了した設計を基に、発注準備を進
め、３月末の工事契約に至った。なお工
期は平成２８年１０月末の予定である。

予定していた６件の工事
のうち、５件が完了した
ので概ね期待どおり。

小学校耐震補強改
修事業
中学校耐震補強改
修事業

 

② 安全に配慮した施設の管理と改修の推進 

・原市場小学校浄化槽沈殿槽修繕、危険遊具等撤去新設工事等を実施します。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ25からの継続目標

関連する事業

教育総務課 学校施設の老朽化に伴
い、緊急性や予算額を
踏まえた計画的な修繕
や改修工事を行う。
・原市場小浄化槽沈殿
槽修繕
・小中学校危険遊具等
撤去新設工事

事
業
名

・小中学校危険遊具等撤去新設工事につ
いては、南高麗小遊具の撤去工事及び設
置工事や、加治小学校砂場枠改修工事等
を行った。
・その他の修繕・工事についても、緊急
性や危険性などを考慮し、優先度が高い
ものから実施した。

予定していた工事が完了
したので期待どおり。

小学校施設管理事
業
中学校施設管理事
業

 

  ③ 社会の変化に応じた学習環境の整備 

   ・平成２７年度から西川、原市場、双柳の各給食共同調理場の学校給食調理等 

       業務の民間委託を実施し、民間のノウハウを生かした安心・安全な給食の提 

       供を行います。 

 

２ 就学援助の推進 

（１）就学援助の推進 

① 利用しやすい奨学金制度への見直し 

・奨学金返還金の未納が多額になっている状況のため、未納を減らすための対

策を講じて未納額を前年度より減らします。 
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目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

Ｈ24からの継続目標

関連する事業

教育総務課 奨学金返還金の未納が
多額になっている状況
のため、未納を減らす
ための対策を講じて未
納額を１１０万円減ら
す。

事
業
名

・未納になっている者に電話や文書によ
る督促を行い、また、通知等に返答のな
い者については、連帯保証人に対し、督
促を行うなど、奨学生及び連帯保証人に
対し、継続的な働きかけを実施した。
・休日返還窓口を３回開設し、返還に係
る相談を受けることで、計画的な返還が
可能となる奨学生が増えた。
・３月末の未納額は20,073,664円で、前
年同月に対して712,950円減少した。

目標額には若干届かな
かったが、未納額が減少
したため概ね期待どお
り。

奨学金貸付事業

 

② 高額な通学費への支援 

・保護者負担を軽減するための「飯能市高等学校等通学費補助金」を実施しま

す。 
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Ⅲ 地域の特色を生かした体験を重視し、家庭・地域と連携した教育に

取り組みます 
 

１ 家庭教育・地域教育の推進 

（１）家庭教育・地域教育の推進 

  ① 家庭の教育力の向上 

  ② 地域での子どもの自立支援 

  ③ 自然と共生する学習機会の充実 

 ・「子ども大学はんのう」を開催し、自然を生かした体験学習の機会を提供しま

す。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ25からの継続目標

子ども大学はんの
う（第２期）の開
催

関連する事業

生涯学習課 大学や企業との連携
により地域の教育力を
活かし、子どもの学ぶ
力や生きる力を伸ばす
ため、子ども大学はん
のう（第２期）を開催
する。

事
業
名

・第２期全日程を終了し、４７人全員に
修了書を交付した。
・アンケートでは、普段の授業では学べ
ないことが学べた、他校の生徒と交流で
きたなどの記載があり、多くの子供から
満足との結果を得た。
・第３期の開催内容についても検討して
おり、平成２８年度においてもこの成果
を活かし、実施していく。

子どもたちに満足しても
らえる結果で終了でき、
目標を達成したので期待
どおり。
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Ⅳ 「生涯学習のまち・飯能」を目指して取り組みます  

１ 生涯学習推進体制の整備 

（１）学習相談体制の充実 

  ① 学習相談機能の整備 

 

（２）学習環境の整備 

① 学習施設の整備 

  ② 学習情報の提供 

・市の広報やホームページのほか地元新聞やケーブルテレビ等を活用し、幅広

く学習情報を提供します。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ22からの継続目標

関連する事業

図書館 利用者の調査・研究活
動を支援するため、各
種資料の充実を図ると
ともに図書館WEBサイ
トを活用した情報発信
や青梅市立図書館や駿
河台大学と連携して図
書館情報を提供する。

事
業
名

・年間受入冊数(雑誌を含む）は約８,９
００冊であった。
・図書館ＷＥＢサイトを５６回更新し
た。
・駿河台大学メディアセンターに設置し
た市立図書館紹介コーナーから市立図書
館の最新の情報を６回発信した。
・青梅市図書館との相互利用担当者会を
年３回開催した。
・ダイアプラン等ご利用協定締結図書館
の情報提供を年６回行った。

利用者の増加と周知が図
られ、全ての指標が達成
できたので期待どおり。

資料・情報提供の
充実

 

 

（３）生涯学習ネットワークの構築 

  ① 生涯学習関係機関の連携強化 

  ② 学習機会の広域化 

  ③ 教育機関との連携 

・市民の多様な学習ニーズに応えるため、駿河台大学と連携し、大学公開講座

を開催します。 

 

２ 生涯学習機会の充実 

（１）ライフステージに応じた学習機会の充実 

① 多様な学習機会の充実 

 ・市の専門的知識を提供することにより、市民の生涯学習の一助とするとともに 

     市民の積極的なまちづくりへの参加を促すため、生涯学習出前講座を充実しま 

      す。 

② 公民館活動の充実 

・地域ニーズや地域の課題を捉えて、人口増に繋がる事業を展開します。 

・生涯学習の推進のため、効果的な情報発信を進めていきます。 
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・学校や地域の各種団体などとの連携による講座を開催します。 

・教養を高める生涯学習のまちの構築と健康増進のため、配本所の充実及び野

菜を活用した食育講座やウオーキング講座によるウオーキング人口の拡大を

図り、健康で教養豊か飯能人をつくります。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ22からの継続目標

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ22からの継続目標

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率95%＞ ＜Ｂ評価＞

Ｈ22からの継続目標

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ22からの継続目標

関連する事業

公民館 多様な学習機会の充実
を目指し、地域ニーズ
や地域課題を捉えて、
地域資源などを活用し
た講座を開催する。

事
業
名

戦後７０年企画事業を各館において実施
するとともに、地域課題を捉え健康や介
護医療、振り込め詐欺被害防止などに関
する事業を各館で実施した。また、全館
連携事業の「出逢いのススメ」は、定員
（男女各２０名）の申込みがあり、豊か
な自然を生かした３回のアウトドア体験
をとおして参加者相互の出会いに繋げる
ことができた。

予定していた事業を実施
できたので期待どおり。

トレーニングキャンプ
は、予定した６館のうち
５館で実施できたので、
概ね期待どおり。

学級講座の充実

関連する事業

公民館 生涯学習の推進のた
め、地域ニーズに合っ
た情報発信に取り組
む。

事
業
名

公民館（地区行政センターだより）を月
１回発行した。ホームページの掲載内容
を充実し、公民館事業や地域の魅力を継
続的に発信した。また、飯能アプリを積
極的に活用し、講座や地域イベント情報
等の周知を図った。報道機関への情報提
供や学校との連携による事業風景写真等
の掲示を各館で実施し「見える化」を推
進した。フェイスブックは、担当者部会
が先進地を視察し、導入の効果や課題を
整理した。

事
業
名

各館（各地域）において地域野菜グルメ
調理講座を実施したほか、関係団体と連
携し「野菜いっぱい創作料理教室」を開
催するなど、野菜を活用した講座を開催
した。また、複数の公民館が連携し公共
交通機関を利用したウオーキング事業を
実施するなど、ウオーキング人口の拡大
を図るとともに、地域間交流も推進し
た。配本所の充実に関しては、各館の現
状を考えながら、今後図書館と連携して
検討していく。

予定どおり実施できたの
で期待どおり。

学習相談体制の充
実

関連する事業

公民館 学校や地域団体などと
の連携を深め、協働に
よる事業を開催する。
また、トレーニング
キャンプを全館で実施
する。

事
業
名 学校との連携

関連する事業

公民館 健康で教養豊かな市民
のまちをつくるため、
健康増進に関する講座
を開催するほか、配本
所の充実を図る。

自治会、学校、児童館、保育所、高齢者
団体等と連携し、地域の特性を生かし世
代間交流事業や防犯・防災講座を各館
（各地域）で実施した。
トレーニングキャンプは、予定した６館
のうち５館で実施したほか、新規で加治
公民館が企画したが、小学生を対象とし
た他の地域事業と重なるなどしたため次
年度から実施することとした。

予定どおり実施できたの
で期待どおり。

健康増進と配本所
の充実
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  ③ 図書館活動の充実 

   ・利用者の読書意欲の高揚と調査・研究活動を支援するため、資料の充実を図 

       るとともに、課題解決に役立つ各種資料・情報源を提供します。 

   ・利用者の調査・研究活動の支援と利便性の向上のため、郷土館などと連携し 

    ＩＣＴを活用した情報提供を行います。 

   ・利用者が飯能に関することを容易に調べられるように、飯能に関するニュー 

       スを掲載した新聞記事を整理して公開します。 

   ・子どもが読書や図書とのふれあう機会を多くもてるように、「飯能市子ども 

       読書活動推進計画」に基づいた取組みの実践を推進します。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ24からの継続目標

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ24からの継続目標

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率105%＞ ＜Ｓ評価＞

Ｈ24からの継続目標

関連する事業

図書館 利用者の調査・研究活
動を支援するため、郷
土館をはじめ他課と連
携し、調査等に役立つ
図書情報を提供する。事

業
名

・駿河台大学メディアセンターの市立図
書館コーナーに市立図書館、こども図書
館を紹介するタグを設置した。
・郷土館、保健センター等他課との連携
した資料展示を、１１回開催した。

市政の情報発信と各所と
の連携が図られたので期
待どおり。

郷土館等との連携
による調査活動の
支援

関連する事業

図書館 飯能に関するニュース
を利用者に提供するた
め、ニュースを収集・
整理して公開する。事

業
名

・文化新聞記事見出しデータを１,５０
０件入力し公開した。また、平成２０年
度～平成２６年度までの飯能市関連記事
掲載状況リストを公開した。

新聞の見出しや関連記事
を入力・公開したので期
待どおり。

飯能に関する
ニュースの収集

関連する事業

図書館 幼児・児童・生徒に図
書とふれあう機会を多
くもってもらうため
に、「飯能市子ども読
書活動推進計画」に基
づき、学校図書館・保
育所などと連携して読
書活動を推進する。

事
業
名

・学校等の図書館見学を１２団体（保育
所・幼稚園４回、小学校１１回、中学校
１回）受入れた。。出前講座を１５回
（小学校６回、中学校１回、保育所６
回）行った。また、ムーミンに関する学
校、保育所向け出前講座を５回行った。
・調べ学習のための団体貸出を年間６１
回（小学校５５回、中学校６回）行っ
た。
・市立図書館における飯能高校図書室と
の交換展示を１０回開催し、展示資料の
貸出数は、１冊１回以上であった。

各達成指標において、予
定以上の結果となったの
で期待を上回る。

学校図書室等との
連携

 

  ④ 世代別学習機会の充実 

   ・子どもの学ぶ力や生きる力の向上と大学との連携による地域の教育力の向上 

       を目的に、「子ども大学はんのう」を開催します。開催にあたっては、学生 

    スタッフにも関わってもらい世代間交流を図ります。 
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目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ25からの継続目標

関連する事業

生涯学習課 大学や企業との連携
により地域の教育力を
活かし、子どもの学ぶ
力や生きる力を伸ばす
ため、子ども大学はん
のう（第２期）を開催
する。

事
業
名

・第２期全日程を終了し、４７人全員に
修了書を交付した。
・アンケートでは、普段の授業では学べ
ないことが学べた、他校の生徒と交流で
きたなどの記載があり、多くの子供から
満足との結果を得た。
・第３期の開催内容についても検討して
おり、平成２８年度においてもこの成果
を活かし、実施していく。

子どもたちに満足しても
らえる結果で終了でき、
目標を達成したので期待
どおり。

子ども大学はんの
う（第２期）の開
催

 

 

（２）現代的課題に関する学習機会の充実 

① 人権に関する学習機会の充実 

・様々な人権問題についての理解を深めるための講座を開催するとともに、地

域で人権意識の高揚と啓発を行うための指導者養成を図ります。 

② 環境問題に関する学習機会の充実 

③ 安心して暮らすための学習機会の充実 

 

３ 地域学習の充実 

（１）地域学習の推進 

  ① 教育機関との連携 

   ・市民の多様な学習ニーズに応えるため、駿河台大学と連携し、大学公開講座 

       を開催します。（再掲） 

  ② 自然体験活動の推進 

   ・「子ども大学はんのう」を開催し、自然を生かした体験学習の機会を提供し 

       ます。（再掲） 

 

（２）市民文化活動の推進 

① 市民文化活動の奨励 

・市民の文化・スポーツ活動において優秀な成績を収めた個人・団体に対して

文化スポーツ奨励金を交付し、活動を支援します。 

・市民の文芸創作活動をうながすとともに、市民文化の向上を図るため、文藝

飯能を刊行します。 

② 文化施設の活用 

 

（３）自然・歴史・文化遺産の継承と活用 

① 地域資料の調査、保存と活用 

 ・市民が指定文化財に対して、身近に感じ、関心を高めていただけるように文 

【再掲】 
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  化財めぐり、文化財講座などを開催し、普及・啓発を図ります。 

   ・市指定文化財である店蔵絹甚に、より多くの方が訪れてもらえるようにリー 

       フレットを更新し、ＰＲの充実を図ります。 

     ・市の宝である文化財に対してより多くの市民が興味を持ち、歴史を身近なも 

       のとして感じていただけるように、市のＨＰの充実を図ります。 

     ・指定文化財の所有者（管理者）に対して、保存事業費補助金を交付すること 

       により、適正な管理・活用・継承意識の高揚を図ります。 

     ・埋蔵文化財出土品の室内整理作業を進めるとともに、市民の方に遺跡発掘調 

    査の重要性や歴史について、関心を高めていただけるように、出土品の展示 

    や貸出、小・中学校への出張授業、市民講座の開催、中学生の社会体験チャ 

    レンジの受け入れなどを積極的に実施します。 

   ・埋蔵文化財の発掘調査現場において、普及・啓発活動の一環として出土品や 

    調査の実施状況を記した案内表示板を設置して、市民への周知活動の充実を 

    図ります。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

新規目標

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ22年度からの目標

関連する事業

生涯学習課 市民が文化財に親し
むきっかけとなるよう
な講座の開設や文化財
めぐりを実施する。

市民が文化財への関
心を高めていただくた
め 、 Ｈ Ｐの 充実 を図
る。

市民が市の宝である
文化財を身近に感じ、
文化財を通じ、郷土を
愛する意識の高揚を図
る。

事
業
名

・夏休み子ども文化財教室については中
間報告の通り。
・文化財めぐりと文化財講座の内容を見
直し、それまで別個に行っていた両事業
を一体化して実施した。また、テーマも
「高麗郡建郡」というタイムリーな内容
とした。その結果、定員３０名に対し、
４９名の申し込みがあった。
・参加者にアンケートを取ったところ、
「満足」「まあ満足」合わせて９７.
１％と高評価を得た。

募集人数以上の応募があ
り、アンケート結果でも
高評価をいただけたので
期待どおり。

文化財講座や文化
財めぐり（親子・
一般）の実施及び
ＨＰの充実を図る

関連する事業

生涯学習課 年度当初の関連部署
とのヒアリングに基づ
き、年間の調査計画を
作 成 し 、そ の計 画に
沿って発掘調査を実施
する。

平成２３年度発掘調
査を実施した加能里遺
跡の室内調査は、報告
書刊行までの計画で、
可能な限り前倒しで事
業を進める。

民間や個人等の開発
についても、臨機応変
に対応する。

事
業
名

・公共事業関連の発掘調査は担当課と調
整し、年度内に終了すべき範囲は終える
ことができた。
・民間・個人開発を原因とする試掘・発
掘調査は、円滑に実施することができ
た。特に、メッツアに伴う宮沢湖周辺の
調査は想定外であり、今後に少なからぬ
影響を与えるものと思われる。
・報告書『加能里遺跡第４２・４３次調
査』を３月に刊行した。

年度内に終了すべき範囲
は終えることができたの
で期待どおり。

埋蔵文化財調査の
推進事業

 

② 郷土館活動の充実 

  ・特別展「武蔵野鉄道開通１００周年記念（仮称）」を開催し、その充実を図り 

   ます。 

  ・展示、催し物等の広報活動を充実します。 

   ・古文書、民具、古写真などの収蔵資料の整理を推進します。 
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  ・平成２８年度の高麗郡建郡１３００年にむけて当館での特別展の準備を進め 

   るとともに、多くの市民に関心をもってもらうように働きかけます。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率120%＞ ＜Ｓ評価＞

Ｈ22からの継続目標

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ22からの継続目標

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

Ｈ22からの継続目標

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

新規目標

・特別展の１日平均入館者数 １６
０.９人、満足度８９.４％と、目標を大
きく上回った。
・飯能駅や西武鉄道(株)などと連携して
飯能駅構内で記念セレモニーや写真展等
の関連事業を５回開催した。この功績で
西武鉄道(株)より感謝状をいただいた。
・入館者数はここ数年の特別展では最高
であり、展示図録も期間中に売り切れる
ほど好評だった。多くの方に鉄道開設ま
での努力や鉄道開通に伴う飯能のまちの
発展のあり方を知っていただけた。

計画どおり進行し、目標
としたポスター配布基準
を作成できたので期待ど
おり。

関連する事業

郷土館 歴史を意識したまちづ
くりをめざし、より多
くの市民に鉄道が引け
た意義と今後のまちの
発展のあり方を考えて
もらうため、特別展
「武蔵野鉄道開通１０
０周年記念（仮称）」
を開催し、その充実を
図る。

事
業
名

高麗郡建郡１３０
０年記念にむけて
の準備、調整

入館者数、満足度とも目
標を大きく上回り、関連
事業を多数実施できたの
で期待を上回る。

特別展の充実

関連する事業

郷土館 地域の特徴や魅力を多
くの人に知ってもらう
ことを目的に、効果的
な情報発信をすすめる
ため、当館の展示、催
し物等の広報活動を見
直し、その充実を図
る。

事
業
名

・１０月に特別展のポスターを配布した
市内商店街に対して掲示しているかどう
かの確認を行い効果測定した。また、同
時に、今後掲示していただける可能性が
ある商店を抽出した。
・その結果を踏まえ、３月に収蔵品展の
ポスターを配布して効果測定を行い、よ
り有効なポスター配布基準を作成した。

広報活動の充実

関連する事業

郷土館 地域の魅力や特性を究
明することを目的と
し、収蔵資料の価値を
高め、地域の情報を引
き出し、それを多くの
人が利用できるように
するため、収蔵資料の
整理を推進する。

事
業
名

・収蔵資料の整理をすすめ、民具１３７
点、古文書２,２７１点、古写真３４８
点のカードを作成し台帳に登録した。点
数は目標をはるかに上回った。
・原市場地区に所在し当館に寄贈、寄託
されている古文書を整理し「収蔵資料目
録７(文書目録その２)」として刊行し
た。
・考古資料の整理方法について検討した
が、カード・目録の書式作成までには至
らなかった。

台帳登録数は目標を大き
く上回ったが考古資料の
書式設定ができなかった
ため、概ね期待どおり。

資料整理の推進

関連する事業

郷土館 歴史を意識したまちづ
くりを目指し、平成２
８年度の高麗郡建郡１
３００年の意義を知っ
てもらうため、当館で
の特別展の準備を進め
るとともに、多くの市
民に関心をもってもら
うように働きかける。

事
業
名

・展示可能な資料リストの作成は終了
し、日高市所蔵の資料については写真撮
影を終えた。
・市民に高麗郡建郡の意義を伝える講座
として生涯学習課主催による文化財講座
と文化財めぐりを開催し、このうちの文
化財めぐりの講師を当館学芸員が担当し
た。

計画どおり進行し、目標
まで達したので期待どお
り。

 

③ 市民主体による地域活動の支援 

   ・郷土芸能保存会による伝統芸能活動や郷土芸能講習会（おはやしフェスティ 

      バル）の開催を通して、技術の向上や後継者の育成を図るとともに、市民が 

      地域の伝統文化に親しんでもらえるよう活動を支援します。 
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目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ24からの継続目標

関連する事業

図書館 ボランティア組織の安
定した運営を図るた
め、追加のボランティ
アを募集するととも
に、組織の内規を定め
て自主的な活動ができ
るように支援する。

事
業
名

・「ボランティア活動要綱」を決定し
た。
・ボランティアの名称を決定した。
・映画会（１２回）、おはなし会（２４
回）、図書館のつどい等の図書館行事で
活動した。

新たな加入者も加わり、
活動要綱を策定し、組織
としての運営が安定した
ので期待どおり。図書館ボランティ

アの支援

４ 学習成果の還元 

（１）ボランティア活動への支援 

① ボランティアの育成と活動支援 

 ・図書館ボランティアの発展のために組織運営を支援します。 

 

 

 

 

 

 

② ボランティア活動の場の充実 

 

（２）人材の養成・団体への支援 

① 指導者登録制度の充実と活用 

・市民の様々な学習要求に応えるため、生涯学習に関する人材データを活用し 

 ます。 

② 学習団体の育成と支援 

③ 人材の養成と活用 

 

（３）学習成果を生かすしくみの整備 

① 発表の場の提供・充実 

 ・市民の様々な学習活動の成果発表ならびに交流の場として、生涯学習フェステ

ィバルを開催します。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ22からの継続目標

関連する事業

生涯学習課 小学生から大人まで
がステージ発表等の出
演者及び見学者として
来場者し、世代間交流
が図れる生涯学習フェ
ス テ ィ バル を実 施す
る。

事
業
名

・平成２７年度は実行委員会を実行委員
と協力員に分けて会議の出席人数を絞
り、実行委員を主体としてフェスティバ
ルを実施した。
・実行委員からの提案を積極的に採用
し、多彩な催しを行った。
・生涯学習フェスティバルの来場者は、
約 ９５０名で昨年度よりも増加した。
・アンケートについては集計中である
が、多くの人から満足との回答をいただ
いている。

来場者も増加し、アン
ケートでも満足との回答
を多くいただけたので期
待どおり。

生涯学習フェス
ティバルの実施
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Ⅴ スポーツ・レクリエーションの振興に取り組みます  

１ 健康体力づくり事業の充実 

（１）公民館を拠点とした活動の推進 

① 健康体力づくりの展開 

・専門指導員（健康運動指導士）による幅広い年齢層に対応した魅力ある健康 

 体力づくり事業を展開します。 

・バランスＤＥ若さアップ講座に代わる新たな講座の開催に向けた準備をしま 

 す。 

② ウオーキングのまちづくり 

・専門指導員（健康運動指導士）による公民館を拠点としたウオーキングの取

組を推進します。 

・市内９地区のウオーキング大会を、ＮＰＯ法人飯能市体育協会に事業委託し

て開催します。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ22からの継続目標

関連する事業

体育課 　公民館を拠点とした
ウオーキングの取り組
みを強化するととも
に、幅広い年齢層に対
応した魅力ある健康体
力づくり事業を展開す
る。

事
業
名

・バランスＤＥ若さアップ講座について
は定員を超える応募があり、出来る範囲
で定数以上の参加者により実施すること
ができた。
・ｴｸｻｻｲｽﾞｳｵｰｷﾝｸﾞﾍﾞｰｼｯｸｺｰｽについて
は、定員の８０%の応募状況であるが、
原市場地区行政ｾﾝﾀｰでは１２３%の申込
みがあり、ウオーキングに対する意識の
高揚が見られ始めている。
・ウオーキング道場は、５５%の応募状
況であるが、少しずつウオーキングを始
める方が出てきていることは、ウオーキ
ング人口が増えることが期待できる。

計画どおり進行し、目標
を達成したので期待どお
り。

ウオーキングを基
にした健康体力づ
くりの推進

 

（２）スポーツイベントの充実 

① 飯能新緑ツーデーマーチ 

  ・「目指せ！参加者２万人!!」のもと、市役所職員や関係団体と連携しながら参 

   加者の増員に向けた取組を積極的に行います。また、全国から訪れるウオーカ 

   ーをおもてなし、気遣いの心で迎えます。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率110%＞ ＜Ｓ評価＞

Ｈ22からの継続目標

関連する事業

体育課 　全国から訪れる多く
の参加者に満足しても
らえるよう、安全で快
適なツーデーマーチを
実施する。また、第１
３回大会において、”
参加者２万人”を達成
する。

事
業
名

・コース担当を中心としたコース下見を
実施し、第１４回大会のコースを決定し
た。
・２月に統括部会、実行委員会を開催
し、大会計画が決定した。
・３月２２日から事前申込の募集を開始
した。
・新たな参加者の確保を目指した事業
（ヤマノススメ、近隣自治体ご当地グル
メ等）を第１３回大会同様に開催するこ
とを決定した。

目標値を超える成果があ
り、期待以上。

第１３回飯能新緑
ツーデーマーチ
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② 奥むさし駅伝競走大会 

   ・歴史と伝統ある奥むさし駅伝競走大会を、関係団体と連携し多くの市民の参 

       加とともに競技性の高い魅力的な大会にします。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ22からの継続目標

関連する事業

体育課 　安全で競技性の高い
『第１４回奥むさし駅
伝競走大会』を実施す
る。

事
業
名

・出場チームの上限 ２２０チームに対
し、 ２５５チームの応募があり、競技
規程に基づき選考した。
・女子チームの参加があった。
・前回大会の反省を踏まえ、各部会でス
ムースな大会運営の検討を行い、実施し
た。
・大会役員、競技役員、走路・周辺警備
員及び多くの関係団体の協力により、競
技上の事故も無く、盛大に開催すること
ができた。

計画どおり進行し、目標
を達成したので期待どお
り。

第１４回奥むさし
駅伝競走大会

 

  ③ 新たなスポーツイベントの検討 

   ・自転車競技について、政策実現課や庁内関係部署並びに関係機関と協議、検 

       討します。 

 

（３）生涯スポーツ推進体制の整備 

① スポーツ・レクリエーション団体等の活動支援 

・ＮＰＯ法人飯能市体育協会に補助金を交付し、各競技団体と地区体育協会の

他、スポーツ少年団、レクリエーション協会等の活動を支援します。 

・全国大会出場などの選手及び団体へスポーツ奨励金を交付します。 

② スポーツ教室等の開催 

・市民のスポーツ・レクリエーション活動を普及振興するため、ＮＰＯ法人飯

能市体育協会にスポーツ教室及びスポーツ大会等を事業委託して開催します。 

・第５８回奥武蔵中学校駅伝競走大会の事務局を、ＮＰＯ法人飯能市体育協会

から飯能市教育委員会教育部体育課に移して開催します。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

新規目標

関連する事業

体育課 　安全で競技性の高い
『第５８回奥武蔵中学
校駅伝競走大会』を実
施する。

事
業
名

・参加チーム
　男子の部　６３チーム
　女子の部　５３チーム
・監督会議を開催し、会場変更に伴う注
意点の確認、課題に対する協議を行い、
大会当日はスムースな大会運営ができ
た。
・大会役員、競技役員、走路・周辺警備
員及び多くの関係団体の協力により、競
技上の事故も無く、盛大に開催すること
ができた。

計画どおり進行し、目標
を達成したので期待どお
り。

第５８回奥武蔵中
学校駅伝競走大会
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③ ホッケーのまちづくり 

・『ホッケーのまち飯能』推進計画に基づき、ホッケーのまちづくりを推進しま

す。 

目　　　標 達成報告 評　　　価

＜達成率100％＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ22からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

新規目標 計画どおり進行し、目標
を達成したので期待どお
り。

第７０回国民体育
大会関東ブロック
大会ホッケー競技
の開催

体育課 第７０回国民体育大
会 関 東 ブロ ック 大会
ホッケー競技を開催す
るとともに、ホッケー
のまち飯能を広く周知
する機会とする。

事
業
名

・第７０回国民体育大会関東ブロック大
会ホッケー競技の終了に伴い、飯能市実
行委員会を解散した。
・埼玉県実行委員会の解散に伴い、第７
０回国民体育大会関東ブロック大会が終
了した。

計画どおり進行し、目標
を達成したので期待どお
り。

ホッケーのまちづ
くりの推進

関連する事業

体育課 「ホッケーのまちづ
くり」の理念及び基本
目標を達成するため、
教育委員会が担う各事
業を推進する。

事
業
名

・巡回ホッケー教室
　小学校：１２校 中学校：８校
　中学生放課後：１クラブ
・全８中学校で先生との事前調整を行
い、中学１年生は必修授業として授業を
行った。
・市ＨＰや図書館のホッケーコーナーを
利用し、ホッケーのまち飯能をＰＲし
た。
・平成２８年度開催の全国スポーツ少年
団交流大会の開催に向けて、準備を始め
た。

 

 

２ スポーツ施設の安全な運営とサービスの向上 

（１）スポーツ施設の計画的な修繕の実施 

① 施設修繕計画の策定 

・スポーツ施設の安全な運営を確保するため、ＮＰＯ法人飯能市体育協会を主 

 とする飯能市都市公園運動施設管理運営共同事業体と連携し、スポーツ施設 

 の修繕計画を作成します。 

 

（２）スポーツ施設の効果的な管理運営 

① 利用者サービスの向上 

・指定管理者の飯能市都市公園運動施設管理運営共同事業体と連携し、利用者 

 ニーズを捉えた効果的な管理運営を進め、施設の利便性を向上します。 

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

Ｈ22からの継続目標

体育課 都市公園運動施設の
サービス向上を図るた
め、指定管理者による
管理運営を進める。事

業
名

・指定管理者と必要に応じて協議・検討
を行った。
・指定管理者と施設の安全確認（危険箇
所の確認）を行った。

健全な施設管理運営がで
き、期待どおり。

都市公園運動施設
の指定管理
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４ 重点施策に基づき取り組んだ事業の評価  

（１）総括 

平成２７年度飯能市教育行政の重点施策の評価結果は、次のとおりです。 

「期待どおり（Ａ評価）」と「概ね目標を達成（Ｂ評価）」の割合は、全３５事業中

３２事業あり、全体の９１.４％を占めました。また、「期待を上回る（Ｓ評価）」が

３事業ありました。 

 全体としては、良好な事務執行ができたと評価できますが、引き続き創意工夫し、

努力していく所存です。 

 

＜集計表＞ 

所 管 課 

評価結果の内訳（事業数） 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 事業数合計 

教育総務課 ０ ２ ２ ０ ０ ４ 

学校教育課・ 

教育センター 
０ ２ ５ ０ ０ ７ 

生涯学習課 ０ ４ ０ ０ ０ ４ 

体 育 課 １ ６ ０ ０ ０ ７ 

図 書 館 １ ４ ０ ０ ０ ５ 

公 民 館 ０ ３ １ ０ ０ ４ 

郷 土 館 １ ２ １ ０ ０ ４ 

事業数合計 ３ ２３ ９ ０ ０ ３５ 

評価の割合 

（％） 
８.６ ６５.７ ２５.７ ０.０ ０.０ １００.０ 

 

（参考）平成２６年度飯能市教育行政の重点施策の評価結果 

 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 事業数合計 

事 業 数 ２ ２０ １３ １ ０ ３６ 

評価の割合 

（％） 
５.５ ５５.６ ３６.１ ２.８ ０ １００.０ 
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（参考）評価の基準 

評価点 達成割合 説明 

Ｓ １００％を超える 達成度、成果ともに期待を上回る 

Ａ １００％ 
目標を達成し、達成度、成果ともに

期待どおり 

Ｂ ９０～１００％未満 
１００％ではないが、概ね目標を達

成し標準的レベル 

Ｃ ７５～９０％未満 達成度、成果が目標をやや下回る 

Ｄ ７５％未満 
達成度、成果ともに期待を（顕著に）

下回る 

 

（２）各事業の評価状況 

  各所属の評価結果については、２８ページ以降に掲載しています。 
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５ 教育委員会の活動状況と評価  

平成２７年度の教育委員会の主な活動状況は、以下のとおりです。 

【主な活動状況】 

項   目 回数等 活動内容等 

教 

育 

委 

員 

会 

の 

活 

動 

教育委員会会議の開催回数 

（臨時会を含む） 
１５回 

定例会及び臨時会の開催 

定例会（１２回） 臨時会（３回） 

教育委員会会議の傍聴者の状況 １人  

議事録の公開、広報・広聴活動

の状況 
― 

議事録（概要）、会議日程を 

ホームページに掲載 

教育委員の研修会への参加状況 ７回 
「入間地区教育委員会連合会 

視察研修」ほか 

学校・所管施設訪問 １５か所 
小学校４校、中学校４校、公民

館７館 

 

項   目 回数等 活動内容等 

会 

議 

の 

内 

容 

 

教育行政の運営に関する基本方

針を定めること 
４議案 

「教育行政の重点施策につい

て」ほか 

教育委員会要綱の制定及び一部

改正、又は改廃すること 
０議案  

教育委員会規則・規程の制定及

び一部改正、又は改廃すること 
９議案 

「飯能市教育委員会教育長の勤

務時間その他の勤務条件に関す

る規則（案）について」ほか 

教育予算その他議会の議決を経るべ

き議案の原案を決定すること 
１０議案 

「平成２７年度飯能市一般会計補正

予算教育費（案）について」ほか 

教育委員会の所管に属する学校

その他の教育機関を設置し、又 

は廃止すること 

０議案  

人事に関すること ７議案 

「平成２７年度飯能市教育委員

会事務局等管理職人事（案）に

ついて」ほか 

その他 １６議案 「奨学生の決定について」ほか 

 
合 計 ４６議案  
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目　標　値

平成27年度

校舎の耐震化率 92.2 ％ 94.2 ％ 100.0 ％ 100.0% 100 ％

屋内運動場の耐震化率 77.3 ％ 86.4 ％ 95.5 ％ 95.5% 100 ％

目　標　値

平成27年度

94.4 ％ ̶ ̶ ̶ 95 ％

(小学６年生) (小学６年生) (小学６年生) (小学６年生) (小学６年生)

90.5 ％ ̶ ̶ ̶ 95 ％

(中学３年生) (中学３年生) (中学３年生) (中学３年生) (中学３年生)

56.6 ％ 66.7 ％ 60.5 ％ 80.7% 75 ％

（小学校） （小学校） （小学校） （小学校） （小学校）

63.6 ％ 63.0 ％ 57.4 ％ 76.5% 75 ％

（中学校） （中学校） （中学校） （中学校） （中学校）

目　標　値

平成27年度

公開講座延べ参加者数 4,633人 3,213人 3,062人 38.3% 8,000人

出前講座開催件数 276件（累計） 340件（累計） 478件（累計） 281.2% 170件（累計）

平成25年度

平成27年度

基礎的・基本的な学習内容
の達成率（教育に関する３
つの達成目標)

新体力テストで全国平均を
上回る項目の割合

生涯学習課

項　　　　目

達成度（％）

平成26年度 平成27年度 達成度（％）

学校教育課

項　　　　目 平成25年度 平成26年度 達成度（％）

教育総務課

項　　　　目 平成25年度 平成26年度 平成27年度

【評 価】 

開かれた教育行政を推進するため、平成２１年度から市ホームページを活用し、教

育行政の重点施策や教育要覧（「飯能の教育」）の掲載及び会議日程や議事録（概要）

等の情報提供に努め、教育委員会の透明性を高めることに努めました。 

一方、今後も平成２２年度から平成２７年度までの計画である「飯能市教育振興基

本計画」に基づき、計画的、効率的に教育行政の推進に努めるとともに、市長部局と

連携を強化して計画の実現に取組んできました。 

同計画において、施策の達成目標として数値化が可能なものについては、具体的な

指標を掲げており、計画の最終年度となる平成２７年度の達成状況は次のとおりです。 

なお、学校教育課の「基礎的・基本的な学習内容の達成率（教育に関する３つの達

成目標）」については、平成２６・２７年度は埼玉県が調査を実施しなかったためそ

の結果及び達成度が記載できませんでした。 
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目　標　値

平成27年度

スポーツ施設利用者数 283,115人 288,640人 292,246人 97.4% 300,000人

学校体育施設開放事業
における利用者数

134,448人 143,312人 149,265人 93.3% 160,000人

ツーデーマーチ参加者数 13,669人 18,741人 21,685人 120.5% 18,000人

目　標　値

平成27年度

公民館利用者数 301,914人 298,830人 311,415人 91.9% 339,000人

公民館学習グループ数 575団体 572団体 572団体 84.1% 680団体

健康づくり推進事業数 89事業 109事業 102事業 137.8% 74事業

目　標　値

平成27年度

蔵書数 274,682冊 282,588冊 288,772冊 96.3% 300,000冊

年間貸出数 372,321冊 439,238冊 440,919冊 99.8% 442,000冊

年間利用人数 91,761人 106,953人 109,505人 110.8% 98,800人

年間児童(0～18歳)
利用人数

28,812人 25,116人 25,621人 85.4% 30,000人

目　標　値

平成27年度

ホームページアクセス
月平均件数

470件 812件 994件 216.1% 460件

レファレンス※件数 161件 218件 265件 132.5% 200件

資料利用件数 150件 105件 139件 106.9% 130件

資料整理件数 210件 261件 255件 110.9% 230件

出張授業受講延べ人数 630人 418人 550人 50.0% 1,100人

入館者数 27,410人 29,431人 31,517人 112.6% 28,000人

体　育　課

項　　　　目 平成26年度 平成27年度 達成度（％）

公　民　館

項　　　　目 平成26年度 平成27年度 達成度（％）

図　書　館

項　　　　目

平成25年度

平成26年度 平成27年度 達成度（％）

平成25年度

平成26年度 平成27年度 達成度（％）平成25年度

平成25年度

※レファレンス…利用者の求めに応じ、その調査・相談等に対し資料等を使って援助すること。

郷　土　館

項　　　　目

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：本結果は、平成２７年度までのものであり、現「スポーツ課」は「体育課」と表 

  記しております。 
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６ 評価会での学識経験者の意見等  

点検・評価の客観性を確保する観点から、飯能市教育行政の重点施策の評価会を開

催し、駿河台大学の教授２名から次のようなご意見をいただきました。 

 

【各事業の評価結果と目標管理について】 

・進捗状況と目標値だけで達成度を評価しているが、職員が目標達成に向けて努力し 

 ている部分も評価対象として明記し、総合的な判断から評価するべきである。 

・学力向上やいじめ解消の目標設定は、職員の努力ではどうしようもない部分があ 

 るため、達成指標の設定を見直すべきである。 

・教育は様々なメソッドやアプローチがあり、これが正しいという正解がないため、 

 一つの方法を貫くより、状況、時代に応じた教育方法を研究していって欲しい。 

・生涯学習課と公民館の事業の棲み分けが分かりにくい印象がある。 

・達成指標をパーセンテージにしている事業で、内容によって指標が７０％であった 

 り、７５％であったり統一感がない。一般的に、試験などは７０点を及第点とする 

 場合が多いので、可能であれば７０％に統一した方が良いのではないか。 

・市民が参加する事業について、実施することで達成度を出している事業と、参加者 

 の満足度まで測って達成度を出している事業があるため、振り返りの意味でも満足 

 度を測った方が良い。 

・単純に達成数値だけを見ると、目標値を上回っている数事業について、１００％と 

 評価していたり、１０５％、１１０％と評価していたりまちまちである。異なる所 

 管であっても統一感をもって評価すべきである。 

・天候に左右される事業は参加者数を達成指標にすると、悪天候の場合、準備のため 

 に費やした職員の努力が報われないことになることから、達成指標の設定を見直し 

 た方が良いのではないか。 

・評価シート中、各継続事業の取組年数に「中期」「長期」とあるが、その経過年数 

 から現在どの程度進捗しているのか、という状況説明も表記したらどうか。 

 

【総 括】 

・各所管の評価結果については、概ね妥当である。 

・評価基準をしっかり考え、各事業間で統一感を持たせること。 

・評価シートが分かりにくいため、第三者から見て分かりやすく表記すること。 

・事業を実施することで達成率を出すのか、参加者の満足度まで測って達成率を出す 

 のか整理されたい。 

・職員が努力した部分を明記し、総合的な視点で評価すること。 

・評価の仕方について、他市町の情報を入手し研究すること。 
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７ おわりに  

 今年度で９年目となる教育委員会の点検・評価ですが、毎年「飯能市教育振興基本

計画」に基づき中・長期的な視点に立って、本市の教育振興のための施策を着実に実

現できるように各所管が目標を掲げ、事業展開を行っています。重点施策としては評

価シートに表記されていない事業も「飯能市教育振興基本計画」に基づき、各所管で

確実に進めているところです。 

 今回の２人の学識経験者からは、評価結果については概ね妥当であるが、評価基準

をしっかり考え設定すること、表記を分かりやすく工夫すること、評価の仕方につい

て他市町の情報を入手し研究することなどのご指摘を受けました。 

 今後も教育委員会では、学識経験者のご意見を踏まえ、点検・評価を通じて、課題

等の改善に取り組み、市民に分かりやすい事業展開を図るとともに、新たに策定した

「第２期飯能市教育振興基本計画（平成２８～３２年度）」に基づき、より効果的な

教育行政の推進に努めてまいります。 
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資 料 

  

 

№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

１ 学校施設の整備 ＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

１ 学校施設の整備 ＜今後の課題等＞

Ｈ25からの継続目標

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

２ 就学援助の推進 ＜今後の課題等＞

Ｈ24からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

１点検・評価の実施 ＜今後の課題等＞

新規目標

平成２７年度　教育行政の重点施策の評価結果

１．教育総務課

重 点 施 策 名

1

教育総務課 加治中学校の校舎や、飯
能第一小学校、加治東小
学校及び飯能第一中学校
の屋内運動場の耐震補強
工事を実施する。また美杉
台中学校多目的ホール及
び名栗中学校武道場の天
井落下防止工事を実施す
る。

各工事により学校運営に与え
る影響を最小限に抑える。
工事前に学校と調整した工期を
守る。

・加治中学校校舎
　　　　　　→１２月中完成
・飯能第一小学校屋内運動場
　　　　　　→２月中完成
・加治東小学校屋内運動場
　　　　　　→１２月中完成
・飯能第一中学校屋内運動場
　　　　　　→２月中完成
・美杉台中学校多目的ホール
　　　　　　→１０月中完成
・名栗中学校武道場
　　　　　　→１２月中完成

基
本
方
針

Ⅱ 安心・安全な
   学習環境づくり
   に取り組みます

・加治東小学校及び飯能第一
中学校の屋内運動場、美杉台
中学校多目的ホールの工事は
当初の予定通り完成した。
・加治中学校校舎及び名栗中
学校武道場の工事は、現場で
の不測の状況等により工期を
延長せざるを得なかったが、無
事完成した。
・飯能第一小学校屋内運動場
については、完了した設計を基
に、発注準備を進め、３月末の
工事契約に至った。なお工期
は平成２８年１０月末の予定で
ある。

予定していた６件の工事の
うち、５件が完了したので
概ね期待どおり。

事
業
名

耐震改修事業自体は、飯能
第一小学校屋体の工事を
もって終了するが、非構造
部材の対策については、今
後も継続して行っていく必
要がある。

小学校耐震補強改修
事業
中学校耐震補強改修
事業

2

教育総務課 学 校 施設 の老 朽化 に伴
い、緊急性や予算額を踏ま
えた計画的な修繕や改修
工事を行う。
・原市場小浄化槽沈殿槽
修繕
・小中学校危険遊具等撤
去新設工事

緊急性のある修繕や改修工事
を実施し、学校運営に支障が生
じないようにする。
工事・修繕前に学校と調整した
工期を守る。

・原市場小浄化槽
　　　　　　→９月中完成
・小中学校危険遊具
　　→D判定遊具等の全更新

基
本
方
針

Ⅱ 安心・安全な
   学習環境づくり
   に取り組みます

・小中学校危険遊具等撤去
新設工事については、南高
麗小遊具の撤去工事及び設
置工事や、加治小学校砂場
枠改修工事等を行った。
・その他の修繕・工事につ
いても、緊急性や危険性な
どを考慮し、優先度が高い
ものから実施した。

3

教育総務課 奨学金返還金の未納が多
額にな って いる状況のた
め、未納を減らすための対
策を講じて未納額を１１０万
円減らす。

休日返還窓口を年３回開設す
る。
また、臨宅徴収を実施する。
本人、連帯保証人に対し、電話
や文書による勧奨を実施する。

未納額を前年度より減少させる。

目標額には若干届かなかっ
たが、未納額が減少したた
め概ね期待どおり。

事
業
名

奨学生が計画的に返還が出
来るよう柔軟な対応が求め
られる。引き続き未納額を
減らすための対策を強化す
る必要がある。

奨学金貸付事業

予定していた工事が完了し
たので期待どおり。

事
業
名

施設の劣化や老朽化につい
ては、早期に修繕・改修を
行い、重大事故につながら
ないように常にチェックを
行う必要がある。

小学校施設管理事業
中学校施設管理事業

教育委員会２月定例会及び市議
会３月定例会での報告。

基
本
方
針

計画の推進

計画どおり進行し、基本計
画が完成した。また、３月
までに必要数製本し、教育
委員に配付することができ
た。

基
本
方
針

Ⅱ 安心・安全な
   学習環境づくり
   に取り組みます

・未納になっている者に電
話や文書による督促を行
い、また、通知等に返答の
ない者については、連帯保
証人に対し、督促を行うな
ど、奨学生及び連帯保証人
に対し、継続的な働きかけ
を実施した。
・休日返還窓口を３回開設
し、返還に係る相談を受け
ることで、計画的な返還が
可能となる奨学生が増え
た。
・３月末の未納額は
20,073,664円で、前年同月
に対して712,950円減少し
た。

計画どおり進行し、目標を
達成したので期待どおり。

事
業
名

策定した計画を実効性のあ
るものにするために、どの
ように推進し、実行してい
くかが課題である。

点検・評価の実施

4

教育総務課 第２期教育振興基本計画
を策定する。

第１期計画について、各所管
の総点検及び総合評価を実
施してまとめ、定例会等で報
告を行う。
また、次期計画策定に向けて
会議等を計画的に実施し、外
部の有識者 委員 会や パブ
リックコメントを経て３月議会
までに公表（報告）できるよう
にする。
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№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

１生きる力を育む教
育指導の充実

＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

１ 生きる力を育む教
育指導の充実

＜今後の課題等＞

Ｈ23からの継続目標

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

１生きる力を育む教
育指導の充実

＜今後の課題等＞

新規目標

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

１生きる力を育む教
育指導の充実

＜今後の課題等＞

Ｈ25からの継続目標

○一人一人の学力の「伸
び」を確認し指導の改善に
つなげる必要がある。
○飯能西中の成果を広げて
いく必要がある。

○「北欧の雰囲気とムーミ
ンの世界が体験できる施
設」の開設と関連して、学
習林活用教育を見直してい
く必要がある。

○いじめ防止基本方針に
そって、継続的にいじめ防
止に取り組んでいく必要が
ある。

○関連機関と連携した不登
校対策を継続していく必要
がある。

不登校児童・生徒は全体と
して増加したが、ＳＳＷ指
導員の派遣、スーパーバイ
ザー研修を実施したので、
概ね期待どおり。

２．学校教育課・教育センター

重 点 施 策 名

1

学校教育課・教育センター 学力の向上を目指して、１
年間の取組の成果を明ら
かにすると共に、課題を明
確にした取組を進める。

○学力学習状況調査を実施し
学習状況を明らかにする。
○課題を明確にした取組を実
施する。
○学力向上施策Ｋ４－ＫＩＤ研修
会を開催する。
○「地域に応じた学力向上推進
事業」の研究発表を行い市内
に取組を広める。

○市の課題が明らかになる。
○各学校での取組により課題改善
への変化が見られるようになる。
○市内１１校全職員へＫ４の視点に
よる授業研究を実施する。
○「地域に応じた学力向上推進事
業」の研究発表に市内全校が参加
し取組を広める。

基
本
方
針

Ⅰ生きる力を育成
　する学校教育に
　取り組みます

○課題
（県学調）小６:国語・算
数、中１:国語・数学
（全学調）小６:国語・算
数、中３:国語Ｂ・数学
Ｂ・理科
○小６校中５校の全教員に
Ｋ４の視点による授業研究
を実施した。
○飯能西中の研究発表会を
１０月３０日に実施し、市
内全校から教員が参加し
た。西中独自の取組を他校
が実施した。

県学調、全学調では課題も
あったが、Ｋ４に関わる授
業研究、飯能西中学校の研
究発表(Ｋ４に関する)を他
校も参考にした学校もあ
り、概ね期待どおり。

事
業
名

学力向上プロジェク
トの推進

2

学校教育課・教育センター 飯能を好きな児童の育成を
目指して、飯能の良さを知
り体験する活動を進める。

○学習林活用教育を全校で実
施し、学習林フォーラムを開催
する。
○地域の人材を活かした教育
が増加する。
○地域の施設を活かした教育
が増加する。

○学習林活用教育での体験活動を
全校で実施する。
〇地域人材、施設を活かした新た
な改善を全校が実施する。

基
本
方
針

Ⅰ 生きる力を育成
　 する学校教育に
　 取り組みます

○学習林活用教育での体験
活動を全校で実施した。取
組内容をパネル掲示にして
西川材フェアーで公開し
た。
○地域人材を活かした活動
が前年度と改善して実施し
た。
【地域人材の活用延べ人
数】
小学校３９%増・中学校４
３％増
○地域の施設を活かした教
育は例年通り実施した。

学習林活用教育に関して改
善の課題もあるが、地域人
材の活用も増加、学習林活
用教育の公開・発表された
ので概ね期待どおり。

事
業
名

郷土を愛する教育の
推進

3

学校教育課・教育センター いじめのない学校の実現を
目指して、いじめ防止基本
方針に基づいた取組を進め
る。

○飯能市いじめ問題対策連絡
協議会を設置し会議を開催す
る。
○飯能市いじめ問題専門委員
会を設置し会議を開催する。
○学校いじめ防止基本方針に
基づく取組を全校で実施する。
○各中学校区で「いじめゼロ子
ども会議」を開催する。

○いじめ解消率１００％

基
本
方
針

Ⅰ生きる力を育成
　する学校教育に
　取り組みます

○いじめの認知件数（Ｈ２
７年度３学期末現在）
小学校２８件・中学校１２
件
解消率：
小学校８９％（解消２５件
継続支援３件）
中学校６７％（解消８件継
続支援４件）

いじめ解消率は継続支援が
残ったが、各会議の実施を
滞りなく行なえたので概ね
期待どおり。

事
業
名

いじめ防止基本方針
に基づいたいじめ根
絶の取組の推進

○不登校児童生徒の在籍率の減
少（前年比）

基
本
方
針

Ⅰ生きる力を育成
　する学校教育に
　取り組みます

○不登校児童生徒在籍率
（Ｈ２７年度３学期末現
在）
小学校：１３人・０.３
６％〈０.０８％減〉
中学校：５１人・２.７
７％〈１.２４％増〉
【昨年度】
小１６人（０.４４％）
中２９人（１.５３％）

事
業
名

不登校の減少に向け
た取組の推進

4

学校教育課・教育センター 不登校児童生徒の減少を
目指して、教育相談・不登
校対策を進める。

○スクールソーシャルワー
カー、指導員を学校に派遣し連
携を強化する。
○スーパーバイザーの所内研
修を実施し、センター職員の資
質を向上させる。
○小中連携事業を進め中１
ギャップを解消する。
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№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

１生きる力を育む教
育指導の充実

＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

２幼稚園・学校経営
の充実

＜今後の課題等＞

Ｈ25からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

２幼稚園・学校経営
の充実

＜今後の課題等＞

Ｈ25からの継続目標

市全体の課題である「上体
おこし」への計画的な取り
組みが必要がある。

○これまでの「連携」を活
かして、飯能市としての小
中一貫教育の形を明らかに
して取り組む必要がある。

重 点 施 策 名

5

学校教育課・教育センター 体力の向上を目指して、１
年間の取組の成果を明ら
かにすると共に、課題を明
確にした取組を進める。

○新体力テストを実施し各校の
成果と課題を分析する。
○体力向上推進委員会を開催
し市の成果と課題を分析する。
○課題への対応策を立て、各
校で年間の取組をする。
○課題への対応策を立て、市
で年間の取組をする。

○新体力テストの上位３ランク（Ａ・
Ｂ・Ｃ）の児童生徒の割合が平成２
６年度の数値より向上する。
○各校の課題への取組により体力
向上の変化が見られようになる。基

本
方
針

Ⅰ生きる力を育成
　する学校教育に
　取り組みます

○新体力テストＡＢＣの割
合
小学校：８０.４％（０.
３％減）
中学校：８２.１％（２.
４％減）
９０％を越える学校は増え
ている。
○県全体の課題である
「ボール投げ」に関しては
大変向上した。

新体力テスト上位％は前年
度より微減となったが、各
校課題解決に向け９０％超
の学校が増え、「ボール投
げ」の向上が見られたの
で、概ね期待どおり。

事
業
名 体力向上の推進

6

学校教育課・教育センター 「連携型」小中一貫教育を
目指して、教育課程に位置
付けた取組を実施する。

○外国語活動における小中連
携を教育課程に位置付けて吾
野中地区で実施する。
○小中連携教育推進委員会を
中心とした連携を教育課程に位
置付けて実施する。
○担当指導主事による連携指
導を全校で実施する。

○全校で教育課程に位置付けた連
携が実施される。

基
本
方
針

Ⅰ生きる力を育成
　する学校教育に
　取り組みます

○全校で教育課程に位置付
けた連携が実施された。

7

学校教育課・教育センター 複式学級の授業の充実を
目指して、「わたりの授業」
の実践研究を実施する。

○複式学級設置校での授業研
究を実施する。
○複式教育研修会を小学校全
校を対象に開催し、理解を深め
る。
○学校訪問を通したわたりの授
業指導を実施する。

○複式学級設置校での授業研究を
全校実施する。
○複式未設置校の教員の「わたり
の授業」への理解が向上する。

計画どおり進行し、「わた
りの授業」への授業理解も
広がったので期待どおり。

事
業
名

「複式学級」の授業
改善

計画どおり進行し、目標を
達成したので期待どおり。

事
業
名

中学校区における９
年間で育てる「子ど
も像」を明確化した
取組の推進

○完全複式になる過渡期で
あり、継続して「わたりの
授業」のあり方を研究して
いく必要がある。

基
本
方
針

Ⅰ生きる力を育成
　する学校教育に
　取り組みます

○東吾野小学校と名栗小学
校で複式学級における市内
公開の授業研究会が実施さ
れた。吾野小学校と西川小
学校で校内研修として複式
究授業が実施された。
○公開授業に、市内全小学
校から教員が参加し、わた
りの授業への理解が広がっ
た。
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№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

２生涯学習機会の充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ25からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

４学習成果の還元 ＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

３地域学習の充実 ＜今後の課題等＞

新規目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

３地域学習の充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ22年度からの目標

子どもたちに満足してもら
える結果で終了でき、目標
を達成したので期待どお
り。

・講義開始直前や開始後に
登校する子供がいるため、
規則を守ることについても
併せて指導していく必要が
ある。
・平成２８年度で県からの
補助金が終了するため、事
業を継続していくための環
境整備を行っていく。

募集人数以上の応募があ
り、アンケート結果でも高
評価をいただけたので期待
どおり。

・普及事業については今後
も見直しを行い、より良い
事業となるよう改善に努め
る。
・今回の発掘体験はとても
好評であったが、体験に適
した発掘現場が必ずしもあ
るとは限らず期待に応えら
れない可能性もある。

３．生涯学習課

重 点 施 策 名

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・第２期全日程を終了し、４７人
全員に修了書を交付した。
・アンケートでは、普段の授業
では学べないことが学べた、他
校の生徒と交流できたなどの
記載があり、多くの子供から満
足との結果を得た。
・第３期の開催内容についても
検討しており、平成２８年度に
おいてもこの成果を活かし、実
施していく。

事
業
名

子ども大学はんのう
（第２期）の開催

2

生涯学習課 　小学生から大人までがス
テージ発表等の出演者及
び見学者として来場者し、
世代間交流が図れる生涯
学習フェスティバルを実施
する。

・魅力ある講演会やワーク
ショップの検討を実施する。
・学校へステージ発表等の出演
協力を依頼する。
・学生ボランティアの協力を依
頼する。
・地域フェスタと合同開催の場
合、駿河台大学と連絡を密にと
り、講演会及びステージ発表者
の調整を行う。

・アンケート等により来場者の満足
度を７０％以上とする。

1

生涯学習課 　大学や企業との連携によ
り地域の教育力を活かし、
子どもの学ぶ力や生きる力
を伸ばすため、子ども大学
はんのう（第２期）を開催す
る。

・学生募集は、学校の協力をい
ただきちらし等を配布後、学校
をとおして募集を行う。
・市の広報、ホームページ等で
PRを行う。
・子ども大学推進会議等を通じ
て他市町の実施状況を把握し、
子ども大学はんのうに反映して
いく。

・定員５０人を確保し、子ども大学は
んのうを開催する。（７～１０月）
・第２期開催後、第３期の概要案を
検討しまとめる。
・他市町と情報交換を実施し、情報
提供や協力関係を築いていく。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・平成２７年度は実行委員会を
実行委員と協力員に分けて会
議の出席人数を絞り、実行委
員を主体としてフェスティバルを
実施した。
・実行委員からの提案を積極
的に採用し、多彩な催しを行っ
た。
・生涯学習フェスティバルの来
場者は、 約 ９５０名で昨年度
よりも増加した。
・アンケートについては集計中
であるが、多くの人から満足と
の回答をいただいている。

来場者も増加し、アンケー
トでも満足との回答を多く
いただけたので期待どお
り。

事
業
名

・前年度よりも周知が進
み、来場者は増加した。引
き続き魅力あるフェスティ
バルを開催していく。
・実行委員のやる気を活か
しながら、役割分担を分か
りやすくし、スタッフも満
足できるフェスティバルを
開催していく。

生涯学習フェスティ
バルの実施

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・夏休み子ども文化財教室につ
いては中間報告の通り。
・文化財めぐりと文化財講座の
内容を見直し、それまで別個に
行っていた両事業を一体化して
実施した。また、テーマも「高麗
郡建郡」というタイムリーな内容
とした。その結果、定員３０名に
対し、４９名の申し込みがあっ
た。
・参加者にアンケートを取ったと
ころ、「満足」「まあ満足」合わ
せて９７.１％と高評価を得た。

事
業
名

文化財講座や文化財
めぐり（親子・一
般）の実施及びＨＰ
の充実を図る

4

生涯学習課 　年度当初の関連部署との
ヒアリングに基づき、年間の
調査計画を作成し、その計
画に沿って発掘調査を実施
する。
　平成２３年度発掘調査を
実施した加能里遺跡の室
内調査は、報告書刊行まで
の計画で、可能な限り前倒
しで事業を進める。
　民間や個人等の開発に
ついても、臨機応変に対応
する。

・公共事業関連の発掘調査及
び室内調査は、今年度事業量
が非常に多いため、関連部署と
綿密な調整を行い、各課の状
況変化に対応できるように四半
期ごとに計画を見直し変更しな
がら実施する。
・民間や個人等の調査につい
ては、緊急に対応する必要が
あるため、公共事業関連部署と
調整を取りながら、組織として
の対応を実践する。
・室内調査については、年度当
初の計画に沿って、計画的に
推進する。

・公共事業に伴う加能里遺跡、別所
平遺跡の発掘調査については、関
係課の計画に沿って調査を実施し、
工事等への影響を最小限とする。
・室内調査については、報告書刊
行に向け年度当初の計画どおりに
実施する。
・報告書『加能里遺跡第４２・４３次
調査』については、３月までに刊行
する。
・民間や個人の開発に伴う調査に
ついては、調査待ちの期間が長期
にわたらないように対処する。

3

生涯学習課 　市民が文化財に親しむ
きっかけとなるような講座
の開設や文化財めぐりを実
施する。
　市民が文化財への関心を
高めていただくため、ＨＰの
充実を図る。
　市民が市の宝である文化
財を身近に感じ、文化財を
通じ、郷土を愛する意識の
高揚を図る。

　過去の実施結果を再検討し、
内容やＰＲ方法などを見直す。
　文化財めぐりは、移動方法や
所要時間等についても再検討
する。
　過去の参加者の意見を踏ま
え、より関心を持っているもの
や興味がわく内容にする。

　講座やめぐりの参加者数を募集人
数に達するようにする。
　各参加者にアンケート調査を行
い、実施内容等について高評価を
いただけたるようにする。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・公共事業関連の発掘調査は
担当課と調整し、年度内に終了
すべき範囲は終えることができ
た。
・民間・個人開発を原因とする
試掘・発掘調査は、円滑に実
施することができた。特に、メッ
ツアに伴う宮沢湖周辺の調査
は想定外であり、今後に少な
からぬ影響を与えるものと思わ
れる。
・報告書『加能里遺跡第４２・４
３次調査』を３月に刊行した。

年度内に終了すべき範囲は
終えることができたので期
待どおり。

事
業
名

・複数の発掘調査にも対応
できる調査体制の整備。
・発掘調査の多寡に影響さ
れない室内調査推進体制の
整備。
・関係各課とのさらなる連
携と情報共有。

埋蔵文化財調査の推
進事業
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№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

１ 健康体力づくりの充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

＜達成率110%＞ ＜Ｓ評価＞

１ 健康体力づくりの充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

１ 健康体力づくりの充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

１健康体力づくりの充実 ＜今後の課題等＞

新規目標

Ⅴ スポーツ・レク
   リエーションの
   振興に取り組
   みます

・参加チーム
　男子の部　６３チーム
　女子の部　５３チーム
・監督会議を開催し、会場
変更に伴う注意点の確認、
課題に対する協議を行い、
大会当日はスムースな大会
運営ができた。
・大会役員、競技役員、走
路・周辺警備員及び多くの
関係団体の協力により、競
技上の事故も無く、盛大に
開催することができた。

計画どおり進行し、目標を
達成したので期待どおり。

事
業
名

第５８回奥武蔵中学
校駅伝競走大会

計画どおり進行し、目標を
達成したので期待どおり。

事
業
名

第１４回奥むさし駅
伝競走大会

4

体育課 　安全で競技性の高い
『第５８回奥武蔵中学
校駅伝競走大会』を実
施する。

・政策実現課等との協議により
開催会場を決定する。
・実行委員会を設置し、準備、
運営を行う。
・安全で効率的な大会運営を
検討する。

・開催会場の決定
・参加チーム数：前年度超
・実行委員会の設置：６月頃
・関係会議の開催
・大会運営上の事故”０”の達成

基
本
方
針

3

体育課 　安全で競技性の高い
『第１４回奥むさし駅
伝競走大会』を実施す
る。

・参加チーム上限２２０
チームの達成に向けて広く
大会周知を進める。
・実行委員会及び各担当会
議を開催し、準備状況の確
認や運営方法等の確認を行
う。
・警察や関係機関と連携
し、安全で効率的な大会運
営を検討する。

・参加チーム２２０チームの
達成
・関係会議の開催
　　実行委員会　２回
　　諸会議　　　適時
・実業団、大学ﾁｰﾑの増加
　　　　　　　１０チーム
・女子チームの参加
　　　（実業団、大学など）
・大会運営上の事故”０”の
達成

基
本
方
針

Ⅴ スポーツ・レク
   リエーションの
   振興に取り組
   みます

・出場チームの上限 ２２
０チームに対し、 ２５５
チームの応募があり、競技
規程に基づき選考した。
・女子チームの参加があっ
た。
・前回大会の反省を踏ま
え、各部会でスムースな大
会運営の検討を行い、実施
した。
・大会役員、競技役員、走
路・周辺警備員及び多くの
関係団体の協力により、競
技上の事故も無く、盛大に
開催することができた。

基
本
方
針

Ⅴ スポーツ・レク
   リエーションの
   振興に取り組
   みます

・コース担当を中心とした
コース下見を実施し、第１
４回大会のコースを決定し
た。
・２月に統括部会、実行委
員会を開催し、大会計画が
決定した。
・３月２２日から事前申込
の募集を開始した。
・新たな参加者の確保を目
指した事業（ヤマノスス
メ、近隣自治体ご当地グル
メ等）を第１３回大会同様
に開催することを決定し
た。

目標値を超える成果があ
り、期待以上。

事
業
名

第１３回飯能新緑
ツーデーマーチ

・バランスＤＥ若さアップ
講座については定員を超え
る応募があり、出来る範囲
で定数以上の参加者により
実施することができた。
・ｴｸｻｻｲｽﾞｳｵｰｷﾝｸﾞﾍﾞｰｼｯｸｺｰ
ｽについては、定員の８０%
の応募状況であるが、原市
場地区行政ｾﾝﾀｰでは１２
３%の申込みがあり、ウ
オーキングに対する意識の
高揚が見られ始めている。
・ウオーキング道場は、５
５%の応募状況であるが、
少しずつウオーキングを始
める方が出てきていること
は、ウオーキング人口が増
えることが期待できる。

計画どおり進行し、目標を
達成したので期待どおり。

事
業
名

ウオーキングを基に
した健康体力づくり
の推進

2

体育課 　全国から訪れる多く
の参加者に満足しても
らえるよう、安全で快
適なツーデーマーチを
実施する。また、第１
３回大会において、”
参加者２万人”を達成
する。

・”参加者２万人”の実現
に向けて広く大会周知を進
める。
・実行委員会及び各諸会議
を開催し、準備状況の確認
や運営方法等の確認 を行
う。
・安全で効率的な大会運営
を検討する。

・”参加者２万人”の達成
・関係会議の開催
　　実行委員会　２回
　　統括部会　　２回
　　担当者会議　適時
・大会運営上の事故”０”の
達成

４．体　育　課

重 点 施 策 名

1

体育課 　公民館を拠点とした
ウオーキングの取り組
みを強化するととも
に、幅広い年齢層に対
応した魅力ある健康体
力づくり事業を展開す
る。

・公民館、健康政策課、体
育協会等と連携し、スゴ足
イベント等を通して市民参
加の拡大を目指す。
・新規事業『ウオーキング
道場』を開催し、ウオーキ
ングを始める場を提供す
る。
・健康な生活を送るための
体力の維持と向上を目的に
『バランスDE若さアップ』
を開催する。

・講座定員の９０％以上の参
加者
　　ｴｸｻｻｲｽﾞｳｵｰｷﾝｸﾞﾍﾞｰｼｯｸｺｰｽ
　　バランスDE若さアップ
・講座定員の６０％以上の参
加者
　　ウオーキング道場

基
本
方
針

Ⅴ スポーツ・レク
   リエーションの
   振興に取り組
   みます

・エクササイズウオーキン
グを中心に計画的な健康体
力づくり事業の展開が必要
である。
・市民参加の拡大を目指す
ため、公民館、健康づくり
推進室、体育協会との連携
が更に必要である。

・主催団体、後援団体、協
力団体との連絡調整を行
い、準備を進めていくこと
が重要である。
・新たな参加者の確保に向
けた実行委員会を挙げての
募集活動を展開していく必
要がある。

・申込チームの増加に伴
い、参加チームの選考を基
準に則り進めていくことが
重要になる。
・１４回大会の反省点を整
理し、運営方法の改善を進
め、安全で競技性の高い大
会の開催に向けて準備を進
めることが重要である。
・女子の部や大学の部の設
置に向けた協議を早い段階
から実施していく。

・走路が狭い部分、側溝等
の危険箇所もあるため、よ
り安全な大会の開催に向
け、関係部署と協議を進め
ていくことが重要である。
・今大会の反省点を活かし
た大会の開催に向けた準備
が大切である。
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№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率100％＞ ＜Ａ評価＞

１健康体力づくりの充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

１健康体力づくりの充実 ＜今後の課題等＞

新規目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

２スポーツ施設の安全な
運営とサービスの向上

＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

基
本
方
針

Ⅴ スポーツ・レク
   リエーションの
   振興に取り組
   みます

・指定管理者と必要に応じて協
議・検討を行った。
・指定管理者と施設の安全確
認（ 危険箇所の確認）を行っ
た。

健全な施設管理運営がで
き、期待どおり。

事
業
名

・都市公園運動施設におい
て、利用者ニーズを捉えた
自主事業を進める。
・都市公園を含めた業務範
囲となる中で、一体的な管
理運営を進めていく必要が
ある。
・阿須ホッケー場と美杉台
多目的グラウンドの人工芝
の張り替えについて検討し
ていく必要がある。

都市公園運動施設の
指定管理

計画どおり進行し、目標を
達成したので期待どおり。

事
業
名

・全国大会の開催に向けて
は、阿須ホッケー場と美杉
台多目的グラウンドの人工
芝の張り替えが必要な時期
になってきている。

第７０回国民体育大
会関東ブロック大会
ホッケー競技の開催

7

体育課
　都市公園運動施設の
サービス向上を図るため、
指定管理者による管理運
営を進める。

・円滑な管理運営を行うため、
指定管理者である飯能市都市
公園運動施設管理運営共同事
業体と連絡調整を行う。
・円滑な管理運営を行うため、
道路公園課と連絡調整を行う。

・指定管理者との連絡調整会議の
開催
・道路公園課との連絡調整会議の
開催

6

体育課
　第７０回国民体育大会関
東ブロック大会ホッケー競
技を開催するとともに、ホッ
ケーのまち飯能を広く周知
する機会とする。

・実行委員会を設置し、準備、
運営を行う。
・安全で効率的な大会運営を
検討する。

・実行委員会の設置
・関係会議の開催
・大会の開催
　８月２１日（金）～２３日（日）
　阿須ホッケー場
　美杉台公園多目的ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
　駿河台大学ホッケー場
・大会運営上の事故”０”の達成

基
本
方
針

Ⅴ スポーツ・レク
   リエーションの
   振興に取り組
   みます

・第７０回国民体育大会関東ブ
ロック大会ホッケー競技の終了
に伴い、飯能市実行委員会を
解散した。
・埼玉県実行委員会の解散に
伴い、第７０回国民体育大会関
東ブロック大会が終了した。

・全中学校でのホッケー授
業について、引き続き学校
関係者と調整を進める。
・「ホッケーのまち飯能」
推進計画に基づき、競技団
体、学校関係者、教育委員
会それぞれの役割に応じた
主体的な取り組みを促して
いく必要がある。
・平成２８年度開催の全国
スポーツ少年団交流大会の
開催に向けて、早い時期に
実行委員会を組織し、準備
を進めていく。

ホッケーのまちづく
りの推進

重 点 施 策 名

5

・ホッケーのまちづくり推進に係
る体制の整備を行う。
・普及事業と競技環境の整備を
行う。
・ホッケー競技のＰＲ活動を行
う。

・体育課専門指導員の任用
・全中学校で体育授業のホッケー
必修化
・巡回ホッケー教室の開催
・小・中学生及び高校生に係る 利
用料金の免除
・ホームページ、市民活動センター
等を活用したＰＲ活動
・懇話会及び中学校部会の開催
・スポーツ少年団を立ち上げ、活動
支援を行う。

基
本
方
針

Ⅴ スポーツ・レク
   リエーションの
   振興に取り組
   みます

・巡回ホッケー教室
　小学校：１２校 中学校：８校
　中学生放課後：１クラブ
・全８中学校で先生との事前調
整を行い、中学１年生は必修授
業として授業を行った。
・ 市Ｈ Ｐ や図書館のホッケー
コーナーを利用し、ホッケーの
まち飯能をＰＲした。
・ 平成２８年度開催の全国ス
ポーツ少年団交流大会の開催
に向けて、準備を始めた。

計画どおり進行し、目標を
達成したので期待どおり。

事
業
名

体育課
　「ホッケーのまちづくり」の
理念及び基本目標を達成
するため、教育委員会が担
う各事業を推進する。
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№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

２生涯学習機会の充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

２生涯学習機会の充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ24からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

２ 生涯学習機会の充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ24からの継続目標

＜達成率105%＞ ＜Ｓ評価＞

２ 生涯学習機会の充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ24からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

２ 生涯学習機会の充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ24からの継続目標

図書館ボランティア
の支援

・「ボランティア活動要
綱」を決定した。
・ボランティアの名称を決
定した。
・映画会（１２回）、おは
なし会（２４回）、図書館
のつどい等の図書館行事で
活動した。

新たな加入者も加わり、活
動要綱を策定し、組織とし
ての運営が安定したので期
待どおり。

事
業
名

「ボランティア活動要項」
等が決定し、組織として安
定してきた。職員とのコ
ミュニケーションを促進
し、協働して図書館事業を
行うことが課題である。

5

図書館 ボランティア組織の安定し
た運営を図るため、追加の
ボランティアを募集するとと
もに、組織の内規を定めて
自主的な活動ができるよう
に支援する。

・新たに登録希望者を募集す
る。
・組織の内規について検討す
る。
・図書館の様々な事業の運営
に参加してもらう。

・ボランティア活動の説明会を実施
して新たな登録希望者を受け付け
る。
・組織の内規を定め、団体名を決め
て組織化を図る。
・映画会や各種講座など図書館行
事の企画運営のほか、図書館の美
化活動にも参加してもらう。
・市民との協同による図書館運営
が進む。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・学校等の図書館見学を１
２団体（保育所・幼稚園４
回、小学校１１回、中学校
１回）受入れた。。出前講
座を１５回（小学校６回、
中学校１回、保育所６回）
行った。また、ムーミンに
関する学校、保育所向け出
前講座を５回行った。
・調べ学習のための団体貸
出を年間６１回（小学校５
５回、中学校６回）行っ
た。
・市立図書館における飯能
高校図書室との交換展示を
１０回開催し、展示資料の
貸出数は、１冊１回以上で
あった。

各達成指標において、予定
以上の結果となったので期
待を上回る。

事
業
名

学校図書室等との連
携

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・文化新聞記事見出しデー
タを１,５００件入力し公
開した。また、平成２０年
度～平成２６年度までの飯
能市関連記事掲載状況リス
トを公開した。

新聞の見出しや関連記事を
入力・公開したので期待ど
おり。

事
業
名

飯能に関するニュー
スの収集

4

図書館 幼児・児童・生徒に図書と
ふれあう機会を多くもっても
らうために、「飯能市子ども
読書活動推進計画」に基づ
き、学校図書館・保育所な
どと連携して読書活動を推
進する。

・幼児・児童・生徒に図書館の
使い方を知ってもらうため、図
書館見学や出前講座などを実
施する。
・調べ学習のための団体貸出
を充実させる。
・飯能高校図書室と連携して読
書活動を推進する。

・図書館見学１０団体以上実施、出
前講座５団体以上実施を目標とす
る。
・調べ学習のための団体貸出数を
年間２０回以上とする。
・市立図書館における飯能高校図
書室との交換展示資料の貸出数
を、１冊１回以上とする。
・幼児。児童・生徒の読書活動の推
進につながる。

市政の情報発信と各所との
連携が図られたので期待ど
おり。

事
業
名

郷土館等との連携に
よる調査活動の支援

3

図書館 飯能に関するニュースを利
用者に提供するため、
ニュースを収集・整理して
公開する。

・飯能に関する新聞記事のスク
ラップを行い、記事見出しをデー
タ入力する。

・飯能関連新聞見出しデータを図書
館ＷＥＢサイトで公開する。
・飯能に関するニュースを利用者が
入手しやすくなる。

基
本
方
針

2

図書館 利用者の調査・研究活動を
支援するため、郷土館をは
じめ他課と連携し、調査等
に役立つ図書情報を提供
する。

・ＩＣＴを活用し郷土館等と連携し
た事業を展開する。
・他課と連携した資料展示を開
催する。

・関係施設内にカーリルタッチのタ
グを設置する。
・他課と連携した資料展示を年３回
開催する。
・他課との連携により図書館利用促
進につながり、図書情報提供機会
が増加する。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・駿河台大学メディアセン
ターの市立図書館コーナー
に市立図書館、こども図書
館を紹介するタグを設置し
た。
・郷土館、保健センター等
他課との連携した資料展示
を、１１回開催した。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・年間受入冊数(雑誌を含
む）は約８,９００冊で
あった。
・図書館ＷＥＢサイトを５
６回更新した。
・駿河台大学メディアセン
ターに設置した市立図書館
紹介コーナーから市立図書
館の最新の情報を６回発信
した。
・青梅市図書館との相互利
用担当者会を年３回開催し
た。
・ダイアプラン等ご利用協
定締結図書館の情報提供を
年６回行った。

利用者の増加と周知が図ら
れ、全ての指標が達成でき
たので期待どおり。

事
業
名

資料・情報提供の充
実

重 点 施 策 名

1

図書館 利用者の調査・研究活動を
支援するため、各種資料の
充実を図るとともに図書館
WEBサイトを活用した情報
発信や青梅市立図書館や
駿河台大学と連携して図書
館情報を提供する。

・図書館の蔵書を充実する。
・図書館ＷＥＢサイトから情報を
発信する。
・駿河台大学メディアセンターと
市立図書館内に設置したそれ
ぞれの紹介コーナーを活用し、
図書館の情報を発信する。
・青梅市立図書館との相互利
用を充実させる。
・ダイアプランの３市（所沢市、
狭山市、入間市）等、相互利用
協定を締結している図書館と情
報交換し、サービスに反映す
る。

・年間受入目標冊数を８,０００冊し、
蔵書の充実を図る。
・図書館ＷＥＢサイトを年間５０回以
上更新する。
・駿河台大学メディアセンターに設
置した市立図書館紹介コーナーか
ら市立図書館の最新の情報を年６
回以上発信する。
・相互利用協定を締結している図書
館の情報を年６回職員間で提供す
る。
・飯能市、青梅市両市民の相互利
用者数の増加。
・情報提供の増加により図書館の
周知が進む。

５．図　書　館

WEBサイトの更新は目標を
達成しており、さらにWEB
サイトを活用した情報発信
の実施を行う。
図書館利用促進のため、メ
ディアセンターも含めた駿
河台大学との連携を図るこ
とが望まれる。

郷土館との連携事業は順調
に進んでいる。他課との連
携事業ができ、市政の情報
発信と図書館利用促進につ
ながった。
今後も連携を進めたい。
カーリルタッチタグの設置
は、より多くの関連機関へ
の設置を進めたい。

課題であった「文化新聞」
以外の新聞について掲載状
況リストを作成できた。
今後も継続して作成し、活
用を図るため周知したい。

図書館見学、出前講座の回
数や団体貸出数は目標値を
上回り、高校との連携も順
調であった。今後も学校、
幼稚園、保育所等との連携
を深めることが、読書活動
推進につながるため実施し
たい。
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№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

２ 生涯学習機会の充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

２ 生涯学習機会の充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

＜達成率95%＞ ＜Ｂ評価＞

２ 生涯学習機会の充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

２ 生涯学習機会の充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

少子高齢化や人口減少など
の地域課題に対応した事業
を関係機関、地域団体等と
連携して実施し、地域課題
の解決や地域の活性化に繋
げる。また、未婚の男女を
対象とした事業を継続し、
地域への若者の定着に繋げ
る。

公民館（地区行政セン
ター）だより、ホームペー
ジ、飯能アプリのほか、
フェイスブックを活用し、
情報発信をさらに充実す
る。学校との連携を深め、
公民館事業風景写真等と児
童・生徒の作品の交換掲示
等をさらに推進する。

安心・安全な地域社会の実
現や青少年の健全育成を図
るため、防犯・防災に関す
る講座や家庭教育学級を関
係機関、関係団体等と連携
して実施する。トレーニン
グキャンプを実施する。

ウオーキング、体操など運
動の習慣化と野菜摂取量の
増加に繋がる事業を関係機
関、関係団体と連携して実
施する。

トレーニングキャンプは、
予定した６館のうち５館で
実施できたので、概ね期待
どおり。

６．公　民　館　

重 点 施 策 名

1

公民館 多様な学習機会の充実を
目指し、地域ニーズや地域
課題を捉えて、地域資源な
どを活用した講座を開催す
る。

公民館講座への要望や地域課
題を積極的に捉え、地域の特
性を生かした講座を開催し、市
民満足度の向上と地域課題の
解決につなげる。

市民の要望や地域課題を捉えた講
座を１講座以上開催する。また、人
口増につながる事業を開催する。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

戦後７０年企画事業を各館にお
いて実施するとともに、地域課
題を捉え健康や介護医療、振
り込め詐欺被害防止などに関
する事業を各館で実施した。ま
た、全館連携事業の「出逢いの
ススメ」は、定員（男女各２０
名）の申込みがあり、豊かな自
然を生かした３回のアウトドア
体験をとおして参加者相互の
出会いに繋げることができた。

予定していた事業を実施で
きたので期待どおり。

事
業
名 学級講座の充実

2

公民館 生涯学習の推進のため、
地域ニーズに合った情報発
信に取り組む。

公民館（地区行政センター）だ
よりやホームページ、報道機関
への情報提供などにより、積極
的に情報を発信する。

公民館（地区行政センター）だよりを
月１回以上発行する。また、ホーム
ページの活用、報道機関への情報
提供、公民館や学校への事業風景
写真の掲示などによって、「見える
化」を推進する。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

公民館（地区行政センターだよ
り）を月１回発行した。ホーム
ページの掲載内容を充実し、公
民館事業や地域の魅力を継続
的に発信した。また、飯能アプ
リを積極的に活用し、講座や地
域イベント情報等の周知を図っ
た。報道機関への情報提供や
学校との連携による事業風景
写真等の掲示を各館で実施し
「見える化」を推進した。フェイ
スブックは、担当者部会が先進
地を視察し、導入の効果や課
題を整理した。

予定どおり実施できたので
期待どおり。

事
業
名 学習相談体制の充実

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

自治会、学校、児童館、保育
所、高齢者団体等と連携し、地
域の特性を生かし世代間交流
事業や防犯・防災講座を各館
（各地域）で実施した。
トレーニングキャンプは、予定し
た６館のうち５館で実施したほ
か、新規で加治公民館が企画
したが、小学生を対象とした他
の地域事業と重なるなどしたた
め次年度から実施することとし
た。

事
業
名 学校との連携

4

公民館 健康で教養豊かな市民の
まちをつくるため、健康増進
に関する講座を開催するほ
か、配本所の充実を図る。

生涯を通して健康で充実した生
活が望まれていることから、関
係機関・関係団体と連携し、野
菜を活用した食育講座やウ
オーキング講座を開催する。ま
た、図書館との連携により配本
所の充実を図る。

地域野菜グルメの調理講座を１回
以上開催する。また、公共交通機
関などを利用して、他の公民館との
共同開催によるウオーキングマップ
等を活用した事業を開催する。配本
所の利用者増につながるように配
本所の充実を図る。

3

公民館 学校や地域団体などとの連
携を深め、協働による事業
を開催する。また、トレーニ
ングキャンプを全館で実施
する。

学校や各種団体との連携を密
にし、関係機関との連携事業を
計画する。

防災や地域活性化につながる新た
な講座を１講座以上開催する。ま
た、トレーニングキャンプを平成２８
年度までに全館で実施する。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

各館（各地域）において地域野
菜グルメ調理講座を実施した
ほか、関係団体と連携し「野菜
いっぱい創作料理教室」を開催
するなど、野菜を活用した講座
を開催した。また、複数の公民
館が連携し公共交通機関を利
用したウオーキング事業を実施
するなど、ウオーキング人口の
拡大を図るとともに、地域間交
流も推進した。配本所の充実に
関しては、各館の現状を考えな
がら、今後図書館と連携して検
討していく。

予定どおり実施できたので
期待どおり。

事
業
名

健康増進と配本所の
充実
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№ 目　　　標
課題・達成方法

(何をどのようにするのか)
達成指標

(どこまでするのか)
達成報告

（結果はどうなのか）
評価/今後の課題等

＜達成率120%＞ ＜Ｓ評価＞

３ 地域学習の充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

３ 地域学習の充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

＜達成率90%＞ ＜Ｂ評価＞

３ 地域学習の充実 ＜今後の課題等＞

Ｈ22からの継続目標

＜達成率100%＞ ＜Ａ評価＞

３ 地域学習の充実 ＜今後の課題等＞

新規目標

・引き続き収蔵資料の整理
をすすめ、地域の情報を引
き出せるように努める。

飯能市にとっての高麗郡建
郡の意義を発信し続けると
ともに、内容の充実した特
別展になるように準備をす
すめる。

・今後とも、地域の歴史の
特性や魅力を積極的に発進
できるような内容の特別展
開催に努める。

・今回作成したポスターの
配布基準に基づき、今後ポ
スターを配布する。
・ポスター以外の広報手段
についても今後検討する必
要がある。

７．郷　土　館　

重 点 施 策 名

1

郷土館 歴史を意識したまちづくりを
めざし、より多くの市民に鉄
道が引けた意義と今後のま
ちの発展のあり方を考えて
もらうため、特別展「武蔵野
鉄道開通１００周年記念
（仮称）」を開催し、その充
実を図る。

・本市に対し武蔵野鉄道(西武
鉄道)がこれまで果たしてきた
役割を再認識するとともに、鉄
道とともに歩む町の将来像を展
望した内容の特別展とする。
・西武鉄道㈱をはじめ、市内鉄
道愛好家グループなど、多くの
市民、地元商店街などを巻き込
んだイベントを同時に実施して
いく。

・特別展の１日平均入館者数１０５
人以上であること。
・入館者のアンケートによる満足度
７５％以上であること。
・特別展開催までに関連するイベン
トを数回企画する。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・特別展の１日平均入館者数
１６０.９人、満足度８９.４％と、
目標を大きく上回った。
・飯能駅や西武鉄道(株)などと
連携して飯能駅構内で記念セ
レモニーや写真展等の関連事
業を５回開催した。この功績で
西武鉄道(株)より感謝状をいた
だいた。
・入館者数はここ数年の特別
展では最高であり、展示図録も
期間中に売り切れるほど好評
だった。多くの方に鉄道開設ま
での努力や鉄道開通に伴う飯
能のまちの発展のあり方を知っ
ていただけた。

入館者数、満足度とも目標
を大きく上回り、関連事業
を多数実施できたので期待
を上回る。

事
業
名 特別展の充実

2

郷土館 地域の特徴や魅力を多くの
人に知ってもらうことを目的
に、効果的な情報発信をす
すめるため、当館の展示、
催し物等の広報活動を見
直し、その充実を図る。

・今年度の収蔵品展、特別展、
夏休み子ども歴史教室などの
広報活動(ポスター、チラシ、
ホームページなど)を精査し、効
果・問題点を把握する。
・新たなメディアの開拓も含め、
効果的な広報活動を計画して
実践する。
・その結果の効果測定を行い、
課題の抽出、改善策の検討を
行う。

・1年間通じて検討、実施した広報
活動の効果測定を行い、より有効
な広報手段レポートを作成、提示す
る。基

本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・１０月に特別展のポスターを
配布した市内商店街に対して
掲示しているかどうかの確認を
行い効果測定した。また、同時
に、今後掲示していただける可
能性がある商店を抽出した。
・その結果を踏まえ、３月に収
蔵品展のポスターを配布して効
果測定を行い、より有効なポス
ター配布基準を作成した。

計画どおり進行し、目標と
したポスター配布基準を作
成できたので期待どおり。

事
業
名 広報活動の充実

3

郷土館 地域の魅力や特性を究明
することを目的とし、収蔵資
料の価値を高め、地域の情
報を引き出し、それを多くの
人が利用できるようにする
ため、収蔵資料の整理を推
進する。

・古文書、民具、古写真の整理
をすすめ、資料カード作成と台
帳登録を行う。
・未着手であった考古資料の整
理方法を検討する。
・原市場地区の古文書目録を
刊行する。

・収蔵資料の整理をすすめ、民具５
０点以上、古文書３００点以上、古
写真５０点以上のカードを作成し台
帳に登録する。
・考古資料の整理方法を定め、カー
ド・目録の書式を作成する。
・原市場地区に所在し当館に寄贈、
寄託されている古文書を「収蔵資料
目録７(文書目録その２)」として刊行
する。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・収蔵資料の整理をすすめ、民
具１３７点、古文書２,２７１点、
古写真３４８点のカードを作成し
台帳に登録した。点数は目標を
はるかに上回った。
・原市場地区に所在し当館に
寄贈、寄託されている古文書を
整理し「収蔵資料目録７(文書
目録その２)」として刊行した。
・考古資料の整理方法につい
て検討したが、カード・目録の
書式作成までには至らなかっ
た。

台帳登録数は目標を大きく
上回ったが考古資料の書式
設定ができなかったため、
概ね期待どおり。

事
業
名 資料整理の推進

4

郷土館 歴史を意識したまちづくりを
目指し、平成２８年度の高
麗郡建郡１３００年の意義を
知ってもらうため、当館で
の特別展の準備を進めると
ともに、多くの市民に関心を
もってもらうように働きかけ
る。

当市の生涯学習課や日高市等
の協力を得て、特別展の資料
調査をすすめる。
・さらに、日高市や高麗郡建郡
１３００年記念事業委員会などと
連携し、飯能市民に対して高麗
郡建郡の意義を伝える講座等
を開催する。

・３月末までに、特別展で展示可能
な資料リストを作成する。
・飯能市民に対して高麗郡建郡の
意義を伝える講座等を開催する。

基
本
方
針

Ⅳ「生涯学習のま
   ち・飯能」を目
   指して取り組み
   ます

・展示可能な資料リストの作成
は終了し、日高市所蔵の資料
については写真撮影を終えた。
・市民に高麗郡建郡の意義を
伝える講座として生涯学習課
主催による文化財講座と文化
財めぐりを開催し、このうちの文
化財めぐりの講師を当館学芸
員が担当した。

計画どおり進行し、目標ま
で達したので期待どおり。

事
業
名

高麗郡建郡１３００
年記念にむけての準
備、調整

 


